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平
成
18
年
４
月
に
県
内
初
の
総
合
選
択
制

高
校
と
し
て
、
大
分
県
立
三
重
総
合
高
等
学

校
が
開
校
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
17
年

３
月
に
策
定
さ
れ
た
高
校
改
革
推
進
計
画
に

基
づ
き
、
大
分
県
立
三
重
高
等
学
校
、
大
分

県
立
三
重
農
業
高
等
学
校
、
大
分
県
立
緒
方

工
業
高
等
学
校
、
大
分
県
立
竹
田
商
業
高
等

学
校
の
こ
れ
ま
で
の
伝
統
や
実
績
を
受
け
継

ぎ
な
が
ら
発
展
的
に
統
合
し
て
開
校
し
た
も

の
で
す
。

こ
れ
を
受
け
豊
後
大
野
市
内
の
３
校
は
20

年
３
月
に
閉
校
を
迎
え
ま
す
。
今
月
は
３
月

１
日
に
行
わ
れ
る
卒
業
式
・
閉
校
式
な
ど
に

つ
い
て
の
紹
介
と
、
３
校
の
歴
史
を
振
り
返

り
ま
す
。

現
在
、
三
重
高
校
在
校
生
は
１
０
６
名
。

生
徒
・
先
生
な
ど
み
ん
な
で
一
致
団
結
し
創

意
工
夫
し
な
が
ら
、
文
化
祭
な
ど
の
学
校
行

事
や
社
会
奉
仕
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
三
重
農
業
高
校
在
校
生
は
66
名
。

「
自
然
に
や
さ
し
く
地
域
と
と
も
に
」を
モ
ッ

ト
ー
に
地
域
の
方
々
と
交
流
し
な
が
ら
体
育

祭
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

教
育
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
緒
方
工

業
高
校
在
校
生
は
35

名
。
緒
方
地
域
で
行

わ
れ
た
「
あ
け
あ
じ

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

タ
」
な
ど
へ
の
参
加

や
、
授
業
で
習
得
し

た
技
術
を
活
か
し
て

お
が
た
病
院
の
車
椅

子
の
修
理
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
３
校
が
協
力
し
あ
っ
た
硬
式
野
球

「
豊
後
大
野
連
合
」チ
ー
ム
の
大
活
躍
、
高
校

県
体
へ
の
合
同
出
場
、
統
合
す
る
４
校
合
同

で
の
遠
足
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
の
植
え

付
け
な
ど
こ
れ
ま
で
に
は
な
い
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
を
し
ま
し
た
。

１
学
年
少
人
数
で

の
困
難
を
、
団
結
と
、

他
校
や
地
域
と
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
に

よ
り
乗
り
越
え
、
思

い
出
に
残
る
充
実
し

た
１
年
に
し
ま
し

た
。

地 域 の
方 々 か ら

☆三重高校最後の文化祭に参加した三重総合高校の青井航さんは「とてもすごい
と思いました。創造力が違っています。三重総合はできたばかりで、いろいろ
わからないところが多いですが、三重高校は伝統があるので、その分でやっぱ
りすごい、違うと感じました。今後に活かしたいです」と三重高校の伝統と創
造力によるすばらしさを実感していました。

☆三重農業高校最後の体育祭に参加した肝煎一区自治委員の佐藤要助さんは「今
年の卒業生は、後輩がいない中でも明るく、よく頑張っています。114年の歴
史を閉じますが、三重農の卒業生であることに自信と誇りを持って新たなスタ
ートを切ってほしいです。三重総合があとをしっかり継いでくれるでしょう」
と母校への誇りをかみしめながら話していました。

☆緒方工業高校の生徒は緒方小学校の運動会にも準備・競技・片付けなどで参
加。緒方小５年生からは「なんにでも一生懸命してくれてとてもかっこよかっ
たです。運動会で高校生が頑張ってくれた姿は忘れません」と感想が。たくま
しくすがすがしい高校生に憧れを感じたようです。また、緒方小学校の保護者
の方からも多くのお礼と賞賛のメッセージが寄せられていました。

と　き　３月１日（土）
ところ　緒方工業高校体育館
内　容　●卒業式 09時30分～

●閉校式典 10時40分～

●思い出を語る会 13時～
（緒方町商工会館）
※役員＋参加希望者 会費2,000円

講演「緒方工業の思い出」

緒方工業高校　d0974－42－2121

緒方工業高校

問

と　き　３月１日（土）
ところ　三重農業高校体育館
内　容　●卒業式 10時～

●閉校式典 11時～
●閉校のつどい 12時～

吹奏楽部OBによる
ミニコンサート

※豚汁・ご飯を準備しています

三重農業高校　d0974－22－0660

三重農業高校

問

と　き　３月１日（土）
ところ　三重高校体育館
内　容　●卒業式09時40分～

※吹奏楽部OBよる演奏もあります
●閉校式典 11時05分～
●感謝のつどい 13時～（ホテル豊洋）
※役員＋参加希望者 会費2,000円
・活弁士麻生八咫さんによる三重高女学校生活
無声映画上映

・同窓生による神楽 など

三重高校　d0974－22－0047

三重高校（すずかけ記念事業）

問

１
学
年
で
頑
張
り
ま
し
た

１
学
年
で
頑
張
り
ま
し
た

１
学
年
で
頑
張
り
ま
し
た

※会場の都合上、参加を希望される方は事前にお問い合わせください。

３校の力が結集した「豊後大野連合」
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明
治
三
五
年
　
大
野
郡
立
農
学
校
と
し
て
創
立

明
治
三
八
年
　
修
業
年
限
一
ヵ
年
の
別
科
女
子
部
を
附
設

明
治
四
四
年
　
別
科
女
子
部
を
修
業
年
限
二
ヵ
年
の
甲
科
、
修
業
年

限
一
ヵ
年
の
乙
科
と
す
る

大
正
　
六
年
　
男
子
部
は
県
立
農
学
校
の
別
科
生
と
し
、
女
子
部
の

み
を
残
し
、
大
分
県
大
野
実
業
女
学
校
と
称
す
る

大
正
　
十
年
　
高
等
女
学
校
令
に
基
づ
き
大
野
郡
立
大
野
高
等
女
学

校
と
な
る

大
正
十
二
年
　
県
立
に
移
管
さ
れ
大
分
県
立
三
重
高
等
女
学
校
と
改
称

昭
和
　
五
年
　
三
重
高
等
女
学
校
林
会
、
三
重
町
赤
嶺
角
神
に
学
林

地
を
購
入
（
高
女
十
周
年
記
念
）

昭
和
　
七
年
　
三
重
高
等
女
学
校
林
会
が
全
財
産
を
三
重
高
等
女
学

校
同
窓
会
に
寄
付

昭
和
十
三
年
　
三
重
高
等
女
学
校
同
窓
会
、
三
重
町
内
田
六
箱
に
学

林
地
を
購
入

昭
和
二
三
年
　
学
制
改
革
に
よ
り
新
制
高
等
学
校
と
な
り
、
大
分
県

立
三
重
高
等
学
校
第
一
部
と
改
称

昭
和
二
四
年
　
大
分
県
立
三
重
高
等
学
校
東
校
舎
と
改
称

昭
和
二
六
年
　
県
立
学
校
再
編
成
に
よ
り
大
分
県
立
三
重
東
高
等
学

校
内
田
校
舎
と
改
称

昭
和
二
八
年
　
大
分
県
立
三
重
高
等
学
校
内
田
校
舎
と
改
称

昭
和
二
九
年
　
大
分
県
立
三
重
高
等
学
校
三
重
校
舎
と
改
称

同
　
　
　
年
　
校
歌
制
定
、
校
旗
制
作
（
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
）

昭
和
三
六
年
　
大
分
県
立
三
重
高
等
学
校
本
校
と
改
称

昭
和
四
一
年
　
野
津
分
校
が
独
立
し
、
大
分
県
立
野
津
高
等
学
校
と

な
る

同
　
　
　
年
　
生
徒
信
条
「
自
主
自
律
」「
和
協
一
致
」「
進
取
研
鑽
」

が
校
訓
と
な
る

昭
和
四
五
年
　
犬
飼
分
校
を
本
校
に
統
合
し
、
大
分
県
立
三
重
高
等

学
校
と
し
て
出
発

昭
和
四
七
年
　
創
立
七
十
周
年
お
よ
び
校
舎
改
築
落
成
記
念
式
典
挙
行

昭
和
五
五
年
　
卒
業
記
念
庭
園
「
友
愛
苑
」
完
成

昭
和
五
八
年
　
創
立
八
十
周
年
記
念
館「
す
ず
か
け
研
修
セ
ン
タ
ー
」

完
成

平
成
　
四
年
　
卒
業
記
念
庭
園
「
飛
翔
苑
」
完
成

平
成
十
二
年
　
読
書
活
動
優
秀
実
践
校
と
し
て
文
部
大
臣
表
彰
を
受
賞

平
成
十
三
年
　
学
校
林
「
す
ず
か
け
の
森
」
開
園

平
成
十
四
年
　
創
立
百
周
年
記
念
式
典
挙
行

平
成
十
九
年
「
す
ず
か
け
研
修
セ
ン
タ
ー
」
が
三
重
高
校
同
窓
会
館

と
な
る
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明
治
二
六
年
　
北
海
部
郡
臼
杵
町
に
大
分
県
農
学
校
と
し
て
開
校

明
治
二
七
年
　
県
立
に
移
管

明
治
三
四
年
　
大
分
県
立
農
学
校
と
改
称

明
治
三
六
年
　
校
舎
を
速
見
郡
石
垣
村
に
移
転

大
正
　
六
年
　
校
舎
を
大
野
郡
三
重
町
に
移
転
決
定

大
正
十
二
年
　
大
分
県
立
三
重
農
学
校
と
改
称

同
　
　
　
年
　
大
分
県
立
実
業
補
修
学
校
教
員
養
成
所
を
併
設

昭
和
　
十
年
　
大
分
県
立
実
業
補
修
学
校
教
員
養
成
所
を
大
分
県
立
青
年
学
校
教

員
養
成
所
と
改
称

昭
和
十
一
年
　
大
分
県
立
青
年
学
校
教
員
養
成
所
を
大
野
町
に
移
転

昭
和
十
二
年
　
大
分
県
立
産
業
組
合
講
習
所
を
併
設

昭
和
十
九
年
　
大
分
県
立
産
業
組
合
講
習
所
を
大
分
県
立
農
業
会
講
習
所
と
改
称

昭
和
二
二
年
　
大
分
県
立
農
業
会
講
習
所
を
大
分
県
立
高
等
農
事
講
習
所
と
改
称

昭
和
二
三
年
　
学
制
改
革
に
よ
り
新
制
高
等
学
校
と
な
り
大
分
県
立
三
重
高
等
学

校
第
二
部
と
改
称

昭
和
二
四
年
　
大
分
県
立
三
重
高
等
学
校
西
校
舎
と
改
称

昭
和
二
五
年
　
大
分
県
立
高
等
農
事
講
習
所
を
大
分
県
立
協
同
組
合
専
門
学
校
と

改
称

昭
和
二
六
年
　
大
分
県
立
三
重
高
等
学
校
か
ら
分
離
独
立
し
、
大
分
県
立
三
重
西

高
等
学
校
と
改
称

同
　
　
　
年
　
大
原
校
舎
、
緒
方
校
舎
、
千
歳
校
舎
の
三
分
校（
定
時
制
）を
併
置

昭
和
二
八
年
　
大
分
県
立
三
重
農
業
高
等
学
校
と
改
称

昭
和
二
九
年
　
大
分
県
立
協
同
組
合
専
門
学
校
を
大
分
市
に
移
転

昭
和
三
十
年
　
校
旗
及
び
校
歌
制
定

昭
和
三
一
年
　
大
分
県
立
豊
西
高
等
学
校
に
、
大
原
校
舎
、
緒
方
校
舎
、
千
歳
校

舎
の
所
管
を
移
管

昭
和
三
八
年
　
大
分
県
立
豊
西
高
等
学
校
廃
校
に
よ
り
大
原
校
舎
、
緒
方
校
舎
の

所
管
を
継
承

同
　
　
　
年
　
創
立
七
十
周
年
記
念
式
典
な
ら
び
に
重
政
農
場
落
成
式
挙
行

昭
和
三
九
年
　
緒
方
校
舎
閉
校
、
大
原
校
舎
に
併
合

昭
和
四
十
年
　
大
原
校
舎
廃
止

同
　
　
　
年
　
第
二
十
回
国
民
体
育
大
会
馬
術
競
技
優
勝

昭
和
四
一
年
　
第
二
一
回
国
民
体
育
大
会
馬
術
競
技
優
勝

昭
和
四
五
年
　
竹
田
高
等
学
校
久
住
分
校
が
本
校
の
分
校
と
な
る

同
　
　
　
年
　
第
二
五
回
国
民
体
育
大
会
馬
術
競
技
優
勝

昭
和
四
八
年
　
創
立
八
十
周
年
記
念
式
典
挙
行

昭
和
四
九
年
　
第
八
回
全
日
本
高
等
学
校
馬
術
競
技
大
会
優
勝

昭
和
五
十
年
　
第
二
十
回
全
国
高
等
学
校
軟
式
野
球
大
会
優
勝

昭
和
五
二
年
　
第
十
一
回
全
日
本
高
等
学
校
馬
術
競
技
大
会
優
勝

昭
和
五
八
年
　
創
立
九
十
周
年
記
念
式
典
挙
行

同
　
　
　
年
　
第
十
七
回
全
日
本
高
等
学
校
馬
術
競
技
大
会
優
勝

平
成
　
元
年
　
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
家
畜
審
査（
肉
用
牛
の
部
）最
優
秀

平
成
　
二
年
　
第
四
五
回
国
民
体
育
大
会
馬
術
競
技（
大
分
県
選
抜
）優
勝

平
成
　
三
年
　
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
意
見
発
表（
農
家
生
活
の
部
）最
優
秀

平
成
　
五
年
　
創
立
百
周
年
記
念
式
典
挙
行

平
成
十
五
年
　
創
立
百
十
周
年
記
念
式
典
挙
行
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昭
和
三
八
年
　
大
分
県
立
緒
方
工
業
高
等
学
校
と
し
て
創
立

同
　
　
　
年
　
機
械
科
三
学
級
　
電
気
科
二
学
級

昭
和
四
十
年
　
自
動
車
科
設
置

同
　
　
　
年
　
機
械
科
二
学
級
　
電
気
科
二
学
級
　
自
動
車

科
一
学
級

同
　
　
　
年
　
開
校
三
周
年
記
念
祭
挙
行

昭
和
四
一
年
　
工
業
化
学
科
設
置

同
　
　
　
年
　
機
械
科
二
学
級
　
電
気
科
二
学
級
　
自
動
車

科
一
学
級
　
工
業
化
学
科
一
学
級

同
　
　
　
年
　
自
動
車
整
備
認
証
工
場
の
指
定
を
受
け
る

同
　
　
　
年
　
第
三
種
電
気
主
任
技
術
者
認
定
校
と
な
る

昭
和
四
七
年
　
創
立
十
周
年
記
念
式
典
挙
行

昭
和
五
七
年
　
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
挙
行

平
成
　
三
年
　
自
動
車
科
募
集
停
止
　
電
子
機
械
科
設
置

同
　
　
　
年
　
機
械
科
一
学
級
　
電
気
科
一
学
級
　
電
子
機

械
科
一
学
級
　
工
業
化
学
科
一
学
級

平
成
　
四
年
　
創
立
三
十
周
年
記
念
式
典
挙
行

平
成
　
八
年
　
工
業
化
学
科
募
集
停
止

同
　
　
　
年
　
機
械
科
一
学
級
　
電
気
科
一
学
級
　
電
子
機

械
科
一
学
級

平
成
十
三
年
　
電
子
機
械
科
募
集
停
止

同
　
　
　
年
　
機
械
科
一
学
級
　
電
気
科
一
学
級

平
成
十
四
年
　
創
立
四
十
周
年
記
念
式
典
挙
行

平
成
十
七
年
　
電
気
科
募
集
停
止

同
　
　
　
年
　
機
械
科
一
学
級

３
校
の
計
５
万
人
近
く
に
及
ぶ
卒
業
生
や
関
係
者
皆

さ
ん
の
共
通
の
思
い
は
、
育
て
て
く
れ
た
誇
り
あ
る
母

校
へ
の

あ
り
が
と
う

と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
思

い
を
込
め
、
歴
史
と

伝
統
の
あ
る
３

校
の
有
終
の
美

を
飾
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
き
た

卒
業
生
を
、
温

か
く
見
送
り
ま

し
ょ
う
。

感
謝
の
思
い
を
込
め
て

感
謝
の
思
い
を
込
め
て

感
謝
の
思
い
を
込
め
て

“

”

※
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
に
は
資
料
の
ご
提
供
な
ど
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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昨年の豊後大野市12月議会定例会で平成18年度一般会計と特別会計の決算が認定されま
した。18年度の豊後大野市の会計は一般会計と11の特別会計で構成され、これらを効率的
に運営し、住みよい豊後大野市づくりに努めてまいりました。市の財政状況をご理解いただ
き、市政に一層の関心を深めていただくため、各会計決算状況についてお知らせします。

一般会計では、歳入総額289億8,580万円、歳出総額
274億9,660万円で差し引き14億8,920万円、これから
翌年度に繰越すべき財源１億496万円を控除して、実質
収支は13億8,424万円の黒字となりました。
歳入では４割以上を占める地方交付税が、前年度に比
し9,353万円の減額（△0.8%）、自主財源である市税は
1,115万円の減額（△0.4％）となり、依然として厳しい
状況が続いています。
歳出では、義務的経費である人件費が対前年度4.4％、
公債費2.6％の減額となりました。
また、今後の安定した財政運営に備えて、１億3,623

万円の繰上償還の実施と、15億円の基金の積立を行い
ました。
今後は、総合計画に基づき各事業を計画的に実施しま
すが、引き続く少子高齢化や多様化する住民サービスへ
の対応などから経費も増大し、今後も非常に厳しい財政
状況が続いていくことが予想されます。
市民サービスの質的向上と財源確保の両立のため、今
後も引き続き行政改革大綱に基づいた、効率的な行政運
営を行ってまいります。市民皆さまのご理解とご協力を
お願いします。

市税内訳（10.2%）29億5,388万円
●市民税………… 11億2,361万円
●固定資産税…… 14億6,919万円
●市たばこ税 …… 2億3,033万円
●軽自動車税 ………… 1億54万円
●都市計画税 ………… 3,021万円

●臨時財政対策債 … 8億4,140万円
●過疎対策事業債 … 4億8,760万円
●公営住宅建設事業債 … 3億2,460万円
●義務教育施設整備事業債 … 2億2,810万円
●その他 …………… 1億2,910万円

地方交付税内訳（41.8%）121億2,706万円
●普通交付税…………… 110億9,679万円
●特別交付税 …………… 10億3,027万円

市債内訳（12.2%） 35億2,420万円
●合併特例債 …………… 15億1,340万円

義務的経費（49.8％）136億9,704万円
●人件費 ………… 61億8,990万円
●扶助費 ………… 24億1,573万円
●公債費 ………… 50億9,141万円

投資的経費（19.2％）52億8,088万円
●補助の普通建設事業費 …19億991万円
●単独の普通建設事業…14億8,502万円
●県営事業負担金等…… 3億6,659万円
●災害復旧事業費 …… 15億1,936万円

その他の経費（31.0％）85億1,868万円
●物件費 ………… 28億3,205万円
●補助費等 ……… 15億9,184万円
●積立金 …………… 15億278万円
●繰出金 ………… 20億9,953万円
●その他 …………… 4億9,248万円

歳入内訳

性質別歳出内訳

一般会計 歳入 289億8,580万円　歳出 274億9,660万円

厳しい財政状況

※「平成18年度地方財政状況調査表」より
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特別会計 （単位：千円） 市債（借入金）の状況 （単位：千円）

公立おがた総合病院特別会計 （単位：千円） 基金（積立金）の状況 （単位：千円）

上水道特別会計 （単位：千円）

財政指標の推移（普通会計）

平成18年度の指標から

用語の解説

区　　分

国民健康保険

国民健康保険直営診療所

介護保険直営診療所

老人保健

介護保険

農業集落排水

公共下水道

浄化槽施設

簡易水道

歳　入

4,884,394

68,902

514

7,344,346

4,584,611

162,101

93,201

52,316

356,466

歳　出

4,714,990

66,573

337

7,344,346

4,515,310

158,851

89,908

47,412

347,203

歳入歳出差引額

169,404

2,329

177

0

69,301

3,250

3,293

4,904

9,263

区　　分

一般会計

国保直営診療所特別会計

農業集落排水特別会計

公共下水道特別会計

浄化槽施設特別会計

簡易水道特別会計

上水道特別会計

おがた総合病院特別会計

決算額

36,868,258

1,165

1,549,669

673,976

79,606

2,573,407

1,037,848

3,595,512

現在高（H18年度末）

H19年3月住基人口：42,310人

（公営企業会計による）

（公営企業会計による）

※実質公債費比率の（ ）内数値は過去３年間の平均の数字

市民一人当たり

871

0

37

16

2

61

25

85

総収益

2,235,990

資本的収入

102,553

総費用

2,343,534

資本的支出

174,549

差　引

▲107,544

差　引

▲71,996

項　　目

収益的収支（税抜き）

項　　目

資本的収支（税込み）

区　　分

一 　 般 　 会 　 計

特 　 別 　 会 　 計

決算額

7,721,546

1,149,385

H18年度末現在高（5／31）

市民一人当たり

182

27

項　　目

収益的収支（税抜き）

項　　目

資本的収支（税込み）

総収益

264,344

資本的収入

30,103

総費用

228,734

資本的支出

141,673

差　引

35,610

差　引

▲111,570

指　　標

経常収支比率（%）

実質公債費比率（%）

起債制限比率（%）

平成17年度

97.3

14.6

（16.1）

13.9

平成18年度

97.0

13.0

（14.7）

12.9

平成18年度の
県内14市平均

92.8

－

（13.7）

11.5

◆経常収支比率
人件費、扶助費、公債費等の経常経費に、地方税、地方交付税、地方譲与税を中心とした経常一般財源が、どの程度充当されたかを見る

指標で、この比率が低いほど、普通建設事業費等の臨時経費に充当できる一般財源があり、財政構造が弾力性に富んでいることになります。

◆実質公債費比率
地方債発行の協議制移行に伴い示された新しい財政指標。従来の起債制限比率に、公営企業の元利償還金に対する繰出金や、公債費に準

じる債務負担行為などを加えた、実質的な公債費の負担状況を示すもの。この実質公債費比率（３か年平均）が18%以上の団体は、地方債の
発行に際し県知事の許可が必要となります。

◆起債制限比率
交付税措置のある地方債を除いた一般財源による公債費の負担割合を表す指標です。この比率が20%を超えると、一部の地方債の発行が

制限されます。

●経常収支比率：前年度に比べ、0.3ポイン
トの減少となりました。主に、人件費や物
件費の減少によるものです。

●実質公債費比率：前年度に比べ、1.6ポイ
ントの減少となりました。主に、公債費に
係る経費や公債費に準ずる債務負担行為額
の減少によるものです。

●起債制限比率：前年度に比べ、１ポイント
の減少となりました。主に公債費に係る経
費の減少によるものです。

総務課 財政班　　D0974ー22ー1001（内線2031）問い合わせ先
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わ
れ
ま
し
た
。

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
そ
の
後
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
そ
の
後
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
を
受
け
、
千
歳
町
消
防
団
分
団
長
（
指
導
員
）
の
加
藤

こ
の
表
彰
を
受
け
、
千
歳
町
消
防
団
分
団
長
（
指
導
員
）
の
加
藤

こ
の
表
彰
を
受
け
、
千
歳
町
消
防
団
分
団
長
（
指
導
員
）
の
加
藤

俊
範
さ
ん
が
「
今
後
も
精
進
を
重
ね
、
伝
統
あ
る
消
防
団
の
発
展
に

俊
範
さ
ん
が
「
今
後
も
精
進
を
重
ね
、
伝
統
あ
る
消
防
団
の
発
展
に

俊
範
さ
ん
が
「
今
後
も
精
進
を
重
ね
、
伝
統
あ
る
消
防
団
の
発
展
に

努
力
し
ま
す
」
と
謝
辞
。
最
後
に
、
竹
田
市
消
防
団
長
の
豊
後
大
野

努
力
し
ま
す
」
と
謝
辞
。
最
後
に
、
竹
田
市
消
防
団
長
の
豊
後
大
野

努
力
し
ま
す
」
と
謝
辞
。
最
後
に
、
竹
田
市
消
防
団
長
の
豊
後
大
野

市
の
無
火
災
・
無
災
害
を
願
う
火
の
用
心
三
唱
で
式
は
終
了
し
ま

市
の
無
火
災
・
無
災
害
を
願
う
火
の
用
心
三
唱
で
式
は
終
了
し
ま

市
の
無
火
災
・
無
災
害
を
願
う
火
の
用
心
三
唱
で
式
は
終
了
し
ま

し
た
。

し
た
。

し
た
。

そ
の
後
、
会
場
を
原
尻
の
滝
に
移
し
、
三
重
町
消
防
団
梯
子
（
は

そ
の
後
、
会
場
を
原
尻
の
滝
に
移
し
、
三
重
町
消
防
団
梯
子
（
は

そ
の
後
、
会
場
を
原
尻
の
滝
に
移
し
、
三
重
町
消
防
団
梯
子
（
は

し
ご
）
乗
り
隊
に
よ
る
見
事
な
演
技
や
各
町
消
防
団
に
よ
る
一
斉
放

し
ご
）
乗
り
隊
に
よ
る
見
事
な
演
技
や
各
町
消
防
団
に
よ
る
一
斉
放

し
ご
）
乗
り
隊
に
よ
る
見
事
な
演
技
や
各
町
消
防
団
に
よ
る
一
斉
放

水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
斉
放
水
で
は
、
滝
つ
ぼ
か
ら
鮮
や
か
な

水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
斉
放
水
で
は
、
滝
つ
ぼ
か
ら
鮮
や
か
な

水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
斉
放
水
で
は
、
滝
つ
ぼ
か
ら
鮮
や
か
な

虹
も
現
れ
、
会
場
の
多
く
の
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
（
各
表
彰

虹
も
現
れ
、
会
場
の
多
く
の
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
（
各
表
彰

虹
も
現
れ
、
会
場
の
多
く
の
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
（
各
表
彰

者
は
次
の
と
お
り
）

者
は
次
の
と
お
り
）

者
は
次
の
と
お
り
）。。。

▲一斉放水。鮮やかな虹も（写真右下）

▲分列行進
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（
以
上
の
永
年
勤
続
退
団
者
の
皆
さ
ん
は
豊

（
以
上
の
永
年
勤
続
退
団
者
の
皆
さ
ん
は
豊

（
以
上
の
永
年
勤
続
退
団
者
の
皆
さ
ん
は
豊

後
大
野
市
長
表
彰
も
併
せ
て
受
章
）

後
大
野
市
長
表
彰
も
併
せ
て
受
章
）

後
大
野
市
長
表
彰
も
併
せ
て
受
章
）

千
歳
町
消
防
団

千
歳
町
消
防
団

千
歳
町
消
防
団

【
消
防
本
部
】

【
消
防
本
部
】

【
消
防
本
部
】
消
防
司
令
　
帆
足
光
正

消
防
司
令

帆
足
光
正

消
防
司
令

帆
足
光
正

【
千
歳
町
消
防
団
】

【
千
歳
町
消
防
団
】

【
千
歳
町
消
防
団
】
団
員
　
二
宮
憲
次

団
員

二
宮
憲
次

団
員

二
宮
憲
次

【
消
防
本
部
】

【
消
防
本
部
】

【
消
防
本
部
】
消
防
司
令
補
　
後
藤
幸
二

消
防
司
令
補

後
藤
幸
二

消
防
司
令
補

後
藤
幸
二

【
三
重
町
消
防
団
】

【
三
重
町
消
防
団
】

【
三
重
町
消
防
団
】
団
員
　
鶴
原
幸
徳
／
団
員

団
員

鶴
原
幸
徳
／
団
員

団
員

鶴
原
幸
徳
／
団
員

野
村
徳
壽
／
団
員
　
深
田
藤
生

野
村
徳
壽
／
団
員

深
田
藤
生

野
村
徳
壽
／
団
員

深
田
藤
生

【
犬
飼
町
消
防
団
】

【
犬
飼
町
消
防
団
】

【
犬
飼
町
消
防
団
】
副
団
長
　
金
丸
真
法

副
団
長

金
丸
真
法

副
団
長

金
丸
真
法

【
朝
地
町
消
防
団
】

【
朝
地
町
消
防
団
】

【
朝
地
町
消
防
団
】
団
員
　
原
田
重
信

団
員

原
田
重
信

団
員

原
田
重
信

【
消
防
本
部
】

【
消
防
本
部
】

【
消
防
本
部
】
消
防
司
令
長
　
三
好
徳
雄

消
防
司
令
長

三
好
徳
雄

消
防
司
令
長

三
好
徳
雄

【
千
歳
町
消
防
団
】

【
千
歳
町
消
防
団
】

【
千
歳
町
消
防
団
】
副
団
長
　
沓
掛
義
範

副
団
長

沓
掛
義
範

副
団
長

沓
掛
義
範

【
消
防
本
部
】

【
消
防
本
部
】

【
消
防
本
部
】
消
防
司
令
　
田
中
精
一

消
防
司
令

田
中
精
一

消
防
司
令

田
中
精
一

【
犬
飼
町
消
防
団
】

【
犬
飼
町
消
防
団
】

【
犬
飼
町
消
防
団
】
団
員
　
谷
村
幸
治

団
員

谷
村
幸
治

団
員

谷
村
幸
治

三
重
町
消
防
団

三
重
町
消
防
団

三
重
町
消
防
団

【
清
川
町
消
防
団
】

【
清
川
町
消
防
団
】

【
清
川
町
消
防
団
】
副
団
長
　
和
田
幸
久

副
団
長

和
田
幸
久

副
団
長

和
田
幸
久

【
消
防
本
部
】

【
消
防
本
部
】

【
消
防
本
部
】
消
防
司
令
補
　
羽
田
野
達
憲
／

消
防
司
令
補

羽
田
野
達
憲
／

消
防
司
令
補

羽
田
野
達
憲
／

消
防
司
令
補
　
狩
生
靖
／
消
防
司
令
補
　
後

消
防
司
令
補

狩
生
靖
／
消
防
司
令
補

後

消
防
司
令
補

狩
生
靖
／
消
防
司
令
補

後

藤
雄
司
／
消
防
司
令
補
　
高
尾
博
喜
／
消
防

藤
雄
司
／
消
防
司
令
補

高
尾
博
喜
／
消
防

藤
雄
司
／
消
防
司
令
補

高
尾
博
喜
／
消
防

司
令
補
　
田
尻
慶
博

司
令
補

田
尻
慶
博

司
令
補

田
尻
慶
博

【
緒
方
町
消
防
団
】

【
緒
方
町
消
防
団
】

【
緒
方
町
消
防
団
】
班
長
　
安
藤
保

班
長

安
藤
保

班
長

安
藤
保

【
犬
飼
町
消
防
団
】

【
犬
飼
町
消
防
団
】

【
犬
飼
町
消
防
団
】
団
員
　
谷
村
幸
治

団
員

谷
村
幸
治

団
員

谷
村
幸
治

【
消
防
本
部
】

【
消
防
本
部
】

【
消
防
本
部
】
消
防
司
令
補
　
広
瀬
哲
治

消
防
司
令
補

広
瀬
哲
治

消
防
司
令
補

広
瀬
哲
治

【
三
重
町
消
防
団
】

【
三
重
町
消
防
団
】

【
三
重
町
消
防
団
】
分
団
長（
指
導
員
）
羽
田

分
団
長（
指
導
員
）
羽
田

分
団
長（
指
導
員
）
羽
田

野
秀
幸
／
団
員
　
赤
嶺
秀
三
／
団
員
　
小
林

野
秀
幸
／
団
員

赤
嶺
秀
三
／
団
員

小
林

野
秀
幸
／
団
員

赤
嶺
秀
三
／
団
員

小
林

正
寛
正
寛
正
寛

【
清
川
町
消
防
団
】

【
清
川
町
消
防
団
】

【
清
川
町
消
防
団
】
分
団
長（
指
導
員
）
穴
見

分
団
長（
指
導
員
）
穴
見

分
団
長（
指
導
員
）
穴
見

眞
児
／
団
員
　
小
高
宏
之
／
団
員
　
佐
藤
友

眞
児
／
団
員

小
高
宏
之
／
団
員

佐
藤
友

眞
児
／
団
員

小
高
宏
之
／
団
員

佐
藤
友

治
／
団
員
　
足
立
忠
文
／
団
員
　
佐
藤
哲

治
／
団
員

足
立
忠
文
／
団
員

佐
藤
哲

治
／
団
員

足
立
忠
文
／
団
員

佐
藤
哲

【
緒
方
町
消
防
団
】

【
緒
方
町
消
防
団
】

【
緒
方
町
消
防
団
】
分
団
長
　
板
井
和
浩
／
団

分
団
長

板
井
和
浩
／
団

分
団
長

板
井
和
浩
／
団

員
　
深
田
宏
文

員

深
田
宏
文

員

深
田
宏
文

【
大
野
町
消
防
団
】

【
大
野
町
消
防
団
】

【
大
野
町
消
防
団
】
分
団
長
　
衛
藤
好
夫

分
団
長

衛
藤
好
夫

分
団
長

衛
藤
好
夫

【
千
歳
町
消
防
団
】

【
千
歳
町
消
防
団
】

【
千
歳
町
消
防
団
】
副
団
長
　
沓
掛
義
範
／
団

副
団
長

沓
掛
義
範
／
団

副
団
長

沓
掛
義
範
／
団

員
　
佐
藤
豊
秋
／
団
員
　
足
立
照
典
／
団
員

員

佐
藤
豊
秋
／
団
員

足
立
照
典
／
団
員

員

佐
藤
豊
秋
／
団
員

足
立
照
典
／
団
員

宮
成
祝
三

宮
成
祝
三

宮
成
祝
三

【
三
重
町
消
防
団
】

【
三
重
町
消
防
団
】

【
三
重
町
消
防
団
】
分
団
長
　
古
賀
幹
夫
／
分

分
団
長

古
賀
幹
夫
／
分

分
団
長

古
賀
幹
夫
／
分

団
長
　
足
立
貞
二
／
班
長
　
三
浦
喜
信
／
団

団
長

足
立
貞
二
／
班
長

三
浦
喜
信
／
団

団
長

足
立
貞
二
／
班
長

三
浦
喜
信
／
団

員
　
角
田
佳
彦
／
団
員
　
伊
東
義
洋
／
団
員

員

角
田
佳
彦
／
団
員

伊
東
義
洋
／
団
員

員

角
田
佳
彦
／
団
員

伊
東
義
洋
／
団
員

土
谷
慶
治
／
団
員
　
川
部
幸
一
／
団
員
　
後

土
谷
慶
治
／
団
員

川
部
幸
一
／
団
員

後

土
谷
慶
治
／
団
員

川
部
幸
一
／
団
員

後

藤
匡
豪
／
団
員
　
小
鷹
一
公
／
団
員
　
伊
東

藤
匡
豪
／
団
員

小
鷹
一
公
／
団
員

伊
東

藤
匡
豪
／
団
員

小
鷹
一
公
／
団
員

伊
東

辰
夫
辰
夫
辰
夫

【
清
川
町
消
防
団
】

【
清
川
町
消
防
団
】

【
清
川
町
消
防
団
】
班
長
　
小
島
康
幸
／
班
長

班
長

小
島
康
幸
／
班
長

班
長

小
島
康
幸
／
班
長

佐
保
政
貴

佐
保
政
貴

佐
保
政
貴

【
緒
方
町
消
防
団
】

【
緒
方
町
消
防
団
】

【
緒
方
町
消
防
団
】
分
団
長
　
渡
邊
康
幸
／
副

分
団
長

渡
邊
康
幸
／
副

分
団
長

渡
邊
康
幸
／
副

分
団
長
　
伊
東
一
也
／
班
長
　
堀
達
郎
／
団

分
団
長

伊
東
一
也
／
班
長

堀
達
郎
／
団

分
団
長

伊
東
一
也
／
班
長

堀
達
郎
／
団

員
　
三
代
巌

員

三
代
巌

員

三
代
巌

【
朝
地
町
消
防
団
】

【
朝
地
町
消
防
団
】

【
朝
地
町
消
防
団
】
副
分
団
長
　
羽
田
勲
誠
／

副
分
団
長

羽
田
勲
誠
／

副
分
団
長

羽
田
勲
誠
／

班
長
　
佐
藤
寿
八
郎
／
団
員

班
長

佐
藤
寿
八
郎
／
団
員

班
長

佐
藤
寿
八
郎
／
団
員

伊
東
潤
一
／
団
員
　
工
藤
雄

伊
東
潤
一
／
団
員

工
藤
雄

伊
東
潤
一
／
団
員

工
藤
雄

二
／
団
員
　
仲
村
精
二
／
団

二
／
団
員

仲
村
精
二
／
団

二
／
団
員

仲
村
精
二
／
団

員
　
新
宮
博
美

員

新
宮
博
美

員

新
宮
博
美

【
大
野
町
消
防
団
】

【
大
野
町
消
防
団
】

【
大
野
町
消
防
団
】
分
団
長

分
団
長

分
団
長

後
藤
浩
二

後
藤
浩
二

後
藤
浩
二

【
犬
飼
町
消
防
団
】

【
犬
飼
町
消
防
団
】

【
犬
飼
町
消
防
団
】
分
団
長

分
団
長

分
団
長

足
立
隆
久
／
団
員
　
河
面
邦

足
立
隆
久
／
団
員

河
面
邦

足
立
隆
久
／
団
員

河
面
邦

弘
／
団
員
　
志
賀
正
／
団
員

弘
／
団
員

志
賀
正
／
団
員

弘
／
団
員

志
賀
正
／
団
員

佐
藤
浩
／
団
員
　
良
藤
幸

佐
藤
浩
／
団
員

良
藤
幸

佐
藤
浩
／
団
員

良
藤
幸

治
／
団
員
　
大
塚
勝
美
／
団

治
／
団
員

大
塚
勝
美
／
団

治
／
団
員

大
塚
勝
美
／
団

員
　
安
藤
一
／
団
員
　
甲
斐

員

安
藤
一
／
団
員

甲
斐

員

安
藤
一
／
団
員

甲
斐

勝
美
／
団
員
　
後
藤
正
二
／

勝
美
／
団
員

後
藤
正
二
／

勝
美
／
団
員

後
藤
正
二
／

団
員
　
後
藤
和
宏

団
員

後
藤
和
宏

団
員

後
藤
和
宏

【
緒
方
町
消
防
団
】

【
緒
方
町
消
防
団
】

【
緒
方
町
消
防
団
】
分
団
長（
指
導
員
）
衛
藤

分
団
長（
指
導
員
）
衛
藤

分
団
長（
指
導
員
）
衛
藤

信
市
信
市
信
市

【
三
重
町
消
防
団
】

【
三
重
町
消
防
団
】

【
三
重
町
消
防
団
】
班
長
　
玉
田
勇
喜
／
団
員

班
長

玉
田
勇
喜
／
団
員

班
長

玉
田
勇
喜
／
団
員

菅
野
幸
美

菅
野
幸
美

菅
野
幸
美

【
朝
地
町
消
防
団
】

【
朝
地
町
消
防
団
】

【
朝
地
町
消
防
団
】
分
団
長
　
原
田
誠

分
団
長

原
田
誠

分
団
長

原
田
誠

【
千
歳
町
消
防
団
】

【
千
歳
町
消
防
団
】

【
千
歳
町
消
防
団
】
分
団
長（
指
導
員
）
加
藤

分
団
長（
指
導
員
）
加
藤

分
団
長（
指
導
員
）
加
藤

俊
範
俊
範
俊
範

【
三
重
町
消
防
団
】

【
三
重
町
消
防
団
】

【
三
重
町
消
防
団
】
分
団
長（
指
導
員
）
大
津

分
団
長（
指
導
員
）
大
津

分
団
長（
指
導
員
）
大
津

留
寛
／
分
団
長（
指
導
員
）
甲
斐
裕
次
／
分

留
寛
／
分
団
長（
指
導
員
）
甲
斐
裕
次
／
分

留
寛
／
分
団
長（
指
導
員
）
甲
斐
裕
次
／
分

団
長（
指
導
員
）
羽
田
野
秀
幸
／
団
員
　
衛

団
長（
指
導
員
）
羽
田
野
秀
幸
／
団
員

衛

団
長（
指
導
員
）
羽
田
野
秀
幸
／
団
員

衛

藤
一
郎

藤
一
郎

藤
一
郎

【
朝
地
町
消
防
団
】

【
朝
地
町
消
防
団
】

【
朝
地
町
消
防
団
】
団
員
　
仲
村
精
二
／
団
員

団
員

仲
村
精
二
／
団
員

団
員

仲
村
精
二
／
団
員

伊
東
潤
一

伊
東
潤
一

伊
東
潤
一

【
千
歳
町
消
防
団
】

【
千
歳
町
消
防
団
】

【
千
歳
町
消
防
団
】
分
団
長
　
池
永
善
博
／
分

分
団
長

池
永
善
博
／
分

分
団
長

池
永
善
博
／
分

団
長
　
渡
邉
浩

団
長

渡
邉
浩

団
長

渡
邉
浩

【
犬
飼
町
消
防
団
】

【
犬
飼
町
消
防
団
】

【
犬
飼
町
消
防
団
】
団
員
　
河
面
邦
弘
／
団
員

団
員

河
面
邦
弘
／
団
員

団
員

河
面
邦
弘
／
団
員

志
賀
正
／
団
員
　
佐
藤
浩

志
賀
正
／
団
員

佐
藤
浩

志
賀
正
／
団
員

佐
藤
浩

（
消
防
庁
長
官
表
彰
受
章
者
と
同
じ
）

（
消
防
庁
長
官
表
彰
受
章
者
と
同
じ
）

（
消
防
庁
長
官
表
彰
受
章
者
と
同
じ
）

▲部隊検閲

▲三重町消防団梯子乗り隊の見事な演技
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この申告は市・県民税のほか国民健康保険税、介護保険料の算定資料となり
ます。また、公営住宅や各種手当等の手続きに必要な証明書等に関係する重要
な手続きです。
自治会を通じ申告書一式を全世帯に配布しています。注意書等を参考にして
申告が必要な方は、期日までに提出をお願いします。

市・県民税の申告相談が始まります！市・県民税の申告相談が始まります！
＜平成20年度 市・県民税（兼国民健康保険税）の申告について＞

平成20年度

申告期限

平成20年３月17日（月）

平成20年１月１日現在、豊
後大野市に居住している18歳
以上の左記以外の方

★申告書・内訳書等は、事前に記載しご
来場ください。「記載者優先」とします。

★収入や経費等の資料・領収等は、ご自
分で手配してご持参ください。

★事前に記載のない方は、計算機をご持
参し、ご自分でまとめてください。

注意事項●申告が「必要」か、わからない方へ

★確定申告書を提出される方
★給与収入のみで年末調整が済んでいて、会社より給
与支払報告書が市役所に提出されている方
★公的年金のみの収入で、年金収入額が65歳以上で
148万円以下、65歳未満で98万円以下の方

『申告が不必要な方』とは 『申告が必要な方』とは

●申告の時に「必要な物」

□印鑑
□全戸配布した「市・県民税申告書在中の封書」
※複数必要な方は、本庁・支所の税務窓口へ、お問い合わせください。

□収入や所得、必要経費がわかるもの
「収入」…………給与所得者であれば源泉徴収票や収入明細、自営業や農業、

不動産所得者等は帳簿や支払明細など収入のわかるもの。

「必要経費」……自営業や農業等は経費として支払った金額のわかる帳簿

類、通帳、領収など。

□所得控除の確認ができる書類や控除証明書
「社会保険料控除」……社会保険の任意継続、国民健康保険税、介護保険料の

領収証や控除証明、国民年金保険料の控除証明など。

「医療費控除」…………病院等に支払った治療費の領収書や保険金などで

補てんされた金額のわかる明細書など。

「生命・損害保険料控除」…生命・損害保険会社から送付されている各種保険

料の控除証明書。

「障害者控除」…………障害者手帳など確認ができるもの。

●国保・介護・年金等の控除証明
★国保の控除証明……本庁収納課、支所総務課窓口
★介護普通徴収（65歳以上）……本庁・支所の介護保険担当窓口
★国民年金・介護特徴分は、「社会保険庁」より郵送

●地震保険料控除の創設（短期損害保険料控除は廃止）
平成20年度市・県民税より、地震保険契約等の保険料等を支払

った所得控除が創設されます。これにより、損害保険料控除は廃止
されますが、長期損害保険は経過措置として適用が受けられます。

●住宅ローン控除適用者に対する調整措置
平成11年～平成18年までに入居した方で、所得税の税率変更

により住宅ローン特別控除額が減少する場合、手続きにより平成
20年度の市・県民税から減少した分を、「税額控除」できます。

【手続き】３月17日までに申告（別途専用申告書にて）
・確定申告予定者……税務署にて
・それ以外（給与所得のみ年調済）……市役所本庁・支所にて

●提出先
【郵送】〒879－7198 豊後大野市三重町市場1200

豊後大野市役所税務課民税班宛
【直接の場合】本庁税務課・各支所総務課の窓口
【問い合わせ】税務課民税班

d0974－22－1001（内線2382～2384）

●「確定申告」が必要な方（税務署にて手続き）
①給与所得者で、収入が「2,000万円」を超える方
②給与所得者で、給与以外（不動産や生命保険の一時金等）の所得
が「20万円」を超える方

③給与を２か所以上から受けている方
④自営業・不動産所得等が、所得控除の合計を超える場合。超え
ていなくても青色・損失申告等により申告が必要な方
⑤所得税が還付される可能性のある方（年末調整が済んでいない、
風水害に遭った、高額な医療費を支払った、マイホームの新・
増築の借入れを行った）

【参考】国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp
【問い合わせ】三重税務署　d0974ー22ー1015

●申告相談へ行かれる方へ

□農業所得のある方
収支内訳書（農業所得用）に必要事項を記載のうえ、各種領
収書類等を整理してください。

□事業収入、不動産収入があった方
市・県民税申告書「裏面」に必要事項を記入のうえ、 収入額が

確認できるものと、必要経費分の領収証等を持参してください。

□日雇で給与を得た人や、源泉徴収をしていない
事業所で給与を得た方
申告書「裏面」の給与所得の欄に、雇用主より給与の月別支

払証明書（雇用主の押印が必要）をもらうか、雇用主からの支
払証明等の所得が証明できる書類を準備してください。

※シルバー人材センターの配分金収入があった方は、シルバー
人材センターからもらった配分金証明書を提出してください。

地震保険料

旧長期損害
保険

上記の両方
がある場合

50,000円以下

年間支払保険料

50,000円超　

5,000円以下

5,000円超
15,000円以下

15,000円超

支払金額÷2

市・県民税控除額

25,000円

支払金額

支払金額÷2
＋2,500円

10,000円

50,000円以下

年間支払保険料

50,000円超　

10,000円以下

10,000円超
20,000円以下

20,000円超

支払全額

所得税控除額

50,000円

支払金額

支払金額÷2
＋5,000円

15,000円

それぞれの方法で計算した
金額の合計額
（最高25,000円）

それぞれの方法で計算した
金額の合計額
（最高50,000円）
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平成20年度 市・県民税申告相談日日程
★昨年度の来場者実績を基に会場混雑解消のため、基本的に学校区毎の
会場へと変更となりました。

※確定申告を行う方は「三重税務署」、または確定申告指定日にご来場ください。

※指定時間内のご都合の良い時間にご来場ください。ただし９時や13時30分の開始時は会場の混雑が予想されます。

※会場までの交通手段が確保できない方には、証拠書類等を添付し「郵送申告」をお勧めします。

※　　　　部分の「地域指定なし」以外の日程でも、随時指定地区外の方を受付けます。地域の指定は会場混雑を避

けるための便宜的な指定です。

◎経費や収入の資料・領収は、自分で集めて持参しましょう！
◎申告書・内訳書を、事前に記載した方を優先に受付けます。

上記日程外での支所・本庁の
相談は困難です。お近くの「開催
中の相談会場」へ、ご来場くださ
い（旧町村を超え可）。
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内内内内内田イツさん100歳おめでとうございます田田イイツツささんん110000歳歳おおめめででととううごござざいいまますす田イツさん100歳おめでとうございます田イツさん100歳おめでとうございます
１月３日、三重町市場の内田イツさんが

100歳を迎えました。民生児童委員を長年
務め、近所の子どもたちからも、当時も今
もとても親しまれているおばあちゃんとの
こと。
落ち込まず何でも良い方向に考えること

が長寿の秘けつだそうです。内田さん、こ
れからも元気でお過ごしください。

後後後後後藤タマイさん100歳おめでとうございます藤藤タタママイイささんん110000歳歳おおめめででととううごござざいいまますす藤タマイさん100歳おめでとうございます藤タマイさん100歳おめでとうございます
１月８日、

大野町宮迫の
後藤タマイさ
んが100歳の
誕生日を迎え
ました。
後藤さんは

若い頃農業を
されており、
農閑期に長湯

や別府などの温泉に行くことを楽しみにしていたそう
です。長寿の秘けつは、嫌いな食べ物がなく間食をし
ないことと、早寝早起きの習慣とのこと。後藤さん、
いつまでもお元気でお過ごしくださいね。

黒黒黒黒黒野ミサ子さん100歳おめでとうございます野野ミミササ子子ささんん110000歳歳おおめめででととううごござざいいまますす野ミサ子さん100歳おめでとうございます野ミサ子さん100歳おめでとうございます
１月10日、

朝地町朝地の
黒野ミサ子さ
んが100歳の
誕生日を迎え
ました。
野菜づくり

が趣味だった
という黒野さ
んの長寿の秘
けつは、野菜中心の食事と１日に必ず２個食べるという
梅干しにあるようです。現在は、息子夫婦と生活し、週
に３回デイサービスに通っています。デイサービスで祝
ってもらったときは好きな歌を披露。まだまだ元気な黒
野さん、これからも元気でお過ごしください。

何でも食べるのも元気の秘けつという内田イツさん▲　

▲いつもラジオを聞いているという黒野ミサ子さん▲おさしみや赤飯が好きという後藤タマイさん

大大大大大きく広がれ、人権の輪！ききくく広広ががれれ、、人人権権のの輪輪！！きく広がれ、人権の輪！きく広がれ、人権の輪！
～「人権の花運動」終了式～～～「「人人権権のの花花運運動動」」終終了了式式～～～「人権の花運動」終了式～～「人権の花運動」終了式～

11月29日に百枝小学校で、12月14日に菅尾小学校
で「人権の花運動」の終了式が行われました。終了式で
は、市長が「花を育てた優しい気持ちで、家族やお友達
に思いやりを持って接してください」とあいさつし、感
謝状を贈呈しました。
その後、花から採れた種とメッセージを、ハート型

の紙風船に付け、「飛んでいけ～！」のかけ声とともに
飛ばしました。早速、愛媛県八幡浜市に届いたという
連絡が百枝小学校にあり、児童みんなで喜びました。

▲返事が来るといいな～（菅尾小）

おおおおおおいた年末・年始の事故ゼロ運動 出発！おおいいたた年年末末・・年年始始のの事事故故ゼゼロロ運運動動 出出発発！！おいた年末・年始の事故ゼロ運動 出発！おいた年末・年始の事故ゼロ運動 出発！

12月14日、市役所前でおおいた年末・年始の事故ゼ
ロ運動　豊後大野市出発式が行われました。この出発
式は、年４回の交通安全運動の際、市内各町で順番に
行われているもの。参加者約120
名が白バイやパトカー、広報車の
出発を見送った後、集中街頭指導
を行い、忘新年会シーズンを前に
「飲酒運転の根絶」や「高齢者の交
通事故防止」などを訴えました。

▲早朝、市役所前の出発式の様子
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自自自自自らの力を信じ新たなスタート 平成19年度豊後大野市成人式ららのの力力をを信信じじ新新たたななススタターートト 平平成成1199年年度度豊豊後後大大野野市市成成人人式式らの力を信じ新たなスタート 平成19年度豊後大野市成人式らの力を信じ新たなスタート 平成19年度豊後大野市成人式
１月13日、成人式がエイトピアおおので開催されま

した。今年度は新成人453人中312名が出席。会場は
久しぶりの再開を喜ぶ笑顔であふれました。
三重高校、三重総合高校神楽部、卒業生による神楽

「岩戸開」のアトラクションの後、開会行事が行われま
した。式では、芦刈市長が成人者代表工藤未来美さん
（朝地町）に、成人証書と記念品を授与。その後、「社会
の一員として、時代の推移と身辺に目を注がれ、次代の

日本を担う社会
人になられます
よう念願いたし
ます」と式辞を
述べました。来
賓祝辞の後、成
人者を代表して
古庄祥子さん
（緒方町）が、「激

動する社会情勢です
が、自らの力を信じ、
強い信念を持って立ち
向かっていきます。ま
た、これまで支えてい
ただいた家族、友人、
多くの方々に感謝し、
成人としての新たな人生をスタートします」と答辞を述
べました。

大大大大大分県老連「高齢者交通安全キャラバン」分分県県老老連連「「高高齢齢者者交交通通安安全全キキャャララババンン」」分県老連「高齢者交通安全キャラバン」分県老連「高齢者交通安全キャラバン」
メッセージ伝達式メメッッセセーージジ伝伝達達式式メッセージ伝達式メッセージ伝達式

12月20日、大分県老人クラブ連合会「高齢者交通安
全キャラバン」が豊後大野市を訪れ、市役所でメッセー
ジ伝達式が行われました。市老連の会員やシルバーリ
ーダーら約80名が見守る中、メッセージの伝達、決意
表明などが行われ、高齢者の交通死亡事故防止を誓い
ました。終了後は、歩行環境シミュレーターによる体
験講習が行われ、参加者や、訪れた市民が道路横断の
危険性を再確認しました。

▲交通安全の決意表明

体体体体体験を通じてふるさとの思い出づくり験験をを通通じじててふふるるささととのの思思いい出出づづくくりり験を通じてふるさとの思い出づくり験を通じてふるさとの思い出づくり
12月22日、緒方町下自在区で子どももちつき大会が開催され

ました。これは、農地水環境保全向上対策推進事業の一環である
「こども農園事業」で、地区の子どもたちが大人と一緒に植え付
け・収穫したもち米などを使って実施したもの。この事業を通じ
て子どもたちは地域の方々から、米や水（井路）にまつわる話や、
米作りやもちつきなどの“コツ”を教えてもらい、要領をえた子
どもたちは、キラキラと目を輝かせて作業をしていました。

心心心心心ゆたかな地域づくりをゆゆたたかかなな地地域域づづくくりりををゆたかな地域づくりをゆたかな地域づくりを
12月17日、三重農村改善センターで豊後大野市・竹

田市・臼杵市の３市地域婦人会の合同研修会が開催さ
れました。まず、市内各地区の代表４名が、婦人会活
動の現状や課題、歩みなどを発表。その後、市社協の
佐藤美和さんの講演を聞きました。午後からは交通安
全母の会の研修も行いました。多田サチ会長は、「来年
も皆さんで協力して、国体ボランティアをはじめさま
ざまな活動に力を発揮しましょう」と話していました。

▲答辞を述べる古庄祥子さん ▲成人証書を受け取る工藤未来美さん

▲実践発表を熱心に聞く参加者約70名

元気よくもちつきをする子どもたち　

▲
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新新新新新春初舞！春春初初舞舞！！春初舞！春初舞！
１月４日、公立おがた総合病院で、緒方町長谷川こ

ども獅子舞による新春初舞が行われました。まず、入
院患者の１日も早い回復を願い療養病棟で、つづいて
病院全体に福を招くようにと正面玄関で舞いを披露し
ました。

やややややさしいまちづくりの実現にささししいいままちちづづくくりりのの実実現現ににさしいまちづくりの実現にさしいまちづくりの実現に
１月11日、大分県商工会女性部連合会から菅尾小学

校に車いすが寄贈されました。これは、やさしいまち
づくりの実現を目指した同会部員の「車いす募金活動」
によるもので、平成９年からこれまでに県下の教育機
関や福祉施設などに、180台の車いすを提供してきま

した。三重町商工
会女性部の方から
代表で車いすを受
け取った神志那益
輝さんは「大事に
使います。ありが
とうございまし
た」とお礼を伝え
ました。

▲全校集会にて寄贈式。今後は福祉の勉強などで利用します。

新新新新新しい獅子頭で伝統ある獅子舞の継承をししいい獅獅子子頭頭でで伝伝統統ああるる獅獅子子舞舞のの継継承承ををしい獅子頭で伝統ある獅子舞の継承をしい獅子頭で伝統ある獅子舞の継承を
朝地町板井迫区の獅子舞保存会が、（財）自治総合セン
ターの一般コミュニティ助成事業で獅子頭を購入しまし
た。板井迫区は約130戸からなる町内最大の自治区で、
保存会は神社の秋祭りやふるさと振興祭などの行事に積
極的に参加。近年は、市営住宅に転入して来た人や多く
の子どもたちも加わり、伝統ある獅子舞の継承と地域コ
ミュニティ活動の
活性化に努めてい
ます。
今回獅子頭を新

調したことで、気
持ちも新たに、更
なる活動が期待さ
れます。

▲優雅で迫力あふれる神楽と、魅了される参加者

声声声声声かけパトロールひまわり隊が発足かかけけパパトトロローールルひひままわわりり隊隊がが発発足足かけパトロールひまわり隊が発足かけパトロールひまわり隊が発足
12月26日、

三重町菅生地
区の皆さんで
構成する「声
かけパトロー
ル ひ ま わ り
隊」の発隊式
が、菅尾地区
交流センター
で行われまし
た。本隊の隊員数は100名で、散歩など日常生活の中
で声かけを行い、地域の防犯活動を行います。これを
機に、今後更に防犯意識の輪が広がるようです。

▲私たちが菅生地区を守ります

熱熱熱熱熱戦！ 百人一首大会戦戦！！ 百百人人一一首首大大会会戦！ 百人一首大会戦！ 百人一首大会
１月８日、千歳中学校で百人一首大会

が開催されました。全校生徒が13組に分
かれ、「散らし取り」の方法で、札の数を競いました。

会場は、真剣
な表情でかるた
を見つめる生徒
たちの熱気でい
っぱい。札が見
つかる度に大き
な歓声が上がっ
ていました。

新新新新新春夜神楽に沸く！春春夜夜神神楽楽にに沸沸くく！！春夜神楽に沸く！春夜神楽に沸く！
－すずかけ神楽社披露－－－すすずずかかけけ神神楽楽社社披披露露－－－すずかけ神楽社披露－－すずかけ神楽社披露－

１月13日、すずかけ神楽社（３P左上参照）が千歳町
大木の広瀬淳一さん宅の「三宝苑」特設会場で夜神楽を
披露しました。これは、神楽社の正式結成と、顧問の
広瀬さん宅を改修してできた「すずかけ道場」の完成を
記念したもの。会場には用意された200人分のしし汁
とおにぎりがあっという間になくなるほど多くの神楽
ファンが市内外から集まり、大いに賑わいました。

福
が
来
ま
す
よ
う
に
！

▲

▲どっちが先かな？

▲新調した獅子頭
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5055005050歳チームも出場 最下位でもスマイルスマイル歳歳チチーームムもも出出場場 最最下下位位ででももススママイイルルススママイイルル歳チームも出場 最下位でもスマイルスマイル歳チームも出場 最下位でもスマイルスマイル
－あさじスマイル駅伝－－－ああささじじススママイイルル駅駅伝伝－－－あさじスマイル駅伝－－あさじスマイル駅伝－

12月16日、スマイル
EKIDENが用作公園周辺
で行われ、スマイルの部
に13チーム、地区対抗の
部に６チームが参加し健
脚を競いました。結果は
次のとおり。
【スマイルの部】
１位：朝地中学校陸上部　
２位：上尾塚２
３位：マチ・ラグラット

【地区対抗の部】
１位：梨小
２位：栗林
３位：板井迫・坪泉

万万万万万が一に備えてがが一一にに備備ええててが一に備えてが一に備えて
阪神大震災から丸13年目となる１月17日にあわせ

て、市中央公民館で豊後大野市赤十字奉仕団の研修会
が行われました。今回は、日本赤十字社の方から災害
時非常炊き出しと救急法につ
いて約80名が学びました。
衞藤春恵委員長は「全体の研
修会として袋を使った炊き出
しは初めての体験。もしもの
場合、少しでも地域の役に立
つようにこれらの体験を各地
域に広げていきたいです」と
話していました。

▲声援を受けスタート！

▲特殊な袋を使ってご飯の炊き出し

楽しい体操教室を体験してみませんか？お孫さんと
一緒におじいちゃんおばあちゃんも参加できます。
●日　時　２月18日（月）・25日（月）

10時30分～11時30分
●場　所 大原総合体育館（サブアリーナ）
●対　象 １歳半以上～６歳未満
●参加費　無　料
●内　容　親子ができる簡単な体操やボール遊びなど
●準備物　上履き、動きやすい服装、飲み物

●日　時　２月13日（水） 19時30分～20時45分
●場　所 犬飼町公民館
●演　題 「めざせ頂点　甲子園への道のり」
●講　師　楊志館高等学校野球部監督　宮地弘明教諭
※楊志館高校は昨年、夏の甲子園でベスト８に進出。宮地氏は「野球を卒業
する日はいつか来る。そのとき、周りから認められる人間になってほし
い」と語る。

今年は種目を増やし全17種目で開催。
多くの方の参加をお待ちしています。
●大会期日　３月30日（日）雨天決行
●申込締切　３月14日（金）消印有効
●大会場所 市中央公民館スタート
●種　　目
10km男子（高校生・一般・40代・50代・60代以上）、
10km女子（一般）、５km男子（中学生・高校生・一
般・40代・50代・60代以上）、５km女子（高校生・一
般）、３km男子（小学生）、３km女子（小学生・中学生）
●参加料　一　般　　　2,000円

高校生以下　1,000円
※詳しい内容・申込方法については市ホームページま
たは大会事務局にてご確認ください。

第51回三重町さくらロードレース大会第第5511回回三三重重町町ささくくららロローードドレレーースス大大会会第51回三重町さくらロードレース大会第51回三重町さくらロードレース大会
参加者大募集！参参加加者者大大募募集集！！参加者大募集！参加者大募集！

三重ライオンズクラブでは、今後とも青少年健全育
成を推進するため、ライオンズ旗争奪スポーツ大会を
支援します。

◆対象事業
○市内外を問わず、多くの青少年を対象とすること
○小、中、高校生を対象とすること
○新設の大会であること（既存大会の冠を替えるものは不可）
○毎年、継続する大会であること
○大会開催場所は、市内であること
○運営母体は、次のいずれかの団体であること
１．市内スポーツ少年団　
２．少年部門が存在するクラブチーム
３．中学、高校の運動部
４．全国規模の団体に所属する地方下部組織

◆応募書類 ○申込書　　○大会事業計画　　○予算案
○運営母体についての報告書
※すべて書式はありません。任意に作成してください。

◆募集期間 ２月15日（金）まで
◆支 援 額 20万円以下
◆団 体 数 ２団体まで（応募多数の場合は、審査にて決定）
◆優 勝 旗 初年度に当クラブで優勝旗を購入します

三重ライオンズクラブが三三重重ラライイオオンンズズククララブブがが三重ライオンズクラブが三重ライオンズクラブが
新たなスポーツ大会を支援します新新たたななススポポーーツツ大大会会をを支支援援ししまますす新たなスポーツ大会を支援します新たなスポーツ大会を支援します

【募集要項】

第３回犬飼町スポーツ講演会第第３３回回犬犬飼飼町町ススポポーーツツ講講演演会会第３回犬飼町スポーツ講演会第３回犬飼町スポーツ講演会ファミリー体操教室見学会フファァミミリリーー体体操操教教室室見見学学会会ファミリー体操教室見学会ファミリー体操教室見学会

◆問い合わせ先／みえスポーツクラブ
D0974－22－3380（赤嶺・新名）

◆問い合わせ先／犬飼公民館　D097－578－1281

◆問い合わせ先／生涯学習課 スポーツ振興班
三重町さくらロードレース大会事務局
D0974－22－1001（内線2164）

◆問い合わせ先／三重ライオンズクラブ会員
または生涯学習課 スポーツ振興班
D0974－22－1001（内線2164）
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豊後大野市では、地区で活躍している皆さまにさらに健康・福祉に関しての技術・知識を持っていただき事業に協力し

ていただけるような活動をしています。今年度、誕生した３つのグループのご紹介をします。

市では来年度も同様の研修会を開催し、一緒に活動してくれる方を募集します。希望者は保健師までご連絡ください。

◆介護予防リーダー
いくつになっても住み慣れた地域で

みんなで元気に過ごせるよう、約200
名のリーダーがサロン事業などで脳ト
レーニング体操、ぶんどこ体操などを
行い、地域での介護予防に取り組んで
います。

◆精神保健福祉ボランティア『フレンズ』
フレンズには現在男性２名・女性18名の計20名の方が登録しています。トキハ通りにある「やすらぎ作業所」

に出かけて、料理を一緒に作ったり、バザー用の雑巾などを作ったりといった作業を通して、障がい者の方と交
流をはかっています。精神障がい者だからといって、特別な接し方はしていません。普通に接することが大事と
考え、それぞれ無理をせずにできる範囲で活動しています。

◆親子サポーター
市では、子育て支援のひとつとして、生まれた赤ちゃん全員に生後４か月

までに保健師が訪問して赤ちゃんとお母さんの様子についてお話をうかがい、
悩みや不安に対してアドバイスを行っています。
子育て中のお母さんが、子育てに関する悩みなどをいつでも身近に相談で

きたらいいなということから、24名の親子サポーターがそれぞれの地域で、
声かけや見守りを通して子育てを応援してくれています。

▲大野会場24名修了 ▲緒方会場17名修了

地域地地域域地域地域ででででで活躍活活躍躍活躍活躍していただくししてていいたただだくくしていただくしていただく皆さん皆皆ささんん皆さん皆さんですでですすですです
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健康福祉課 健康増進班 d0974－22－1001(内2122)
支所 市民課 健康福祉班
清川支所 d0974ー35ー2111（内3362） 大野支所 d0974ー34ー2301（内4516）
緒方支所 d0974ー42ー3800（内3862） 千歳支所 d0974ー37ー2111（内5065）
朝地支所 d0974ー72ー1111（内4063） 犬飼支所 d097ー578ー1111（内5521）

日　時：２月26日（火）受付９時15分～９時40分

場　所：エイトピアおおの　２階和室

内　容：いきいきマタニティヨガ（マタニティビクス

協会）、妊娠中の栄養（栄養士）

対　象：妊婦さんと夫
※託児も行います。上のお子さんもご一緒にどうぞ！

持参品：水分補給用の飲み物、母子健康手帳
※動きやすい服装でおこしください。
※準備の都合上、１週間前までに電話予約をお願いします。

■パパママ広場（両親学級）の
お知らせ

〔持ってくるもの〕・母子健康手帳・送付された問診票など （お願い）都合で受診できないときは、支所の保健師に連絡ください。
次回の健診をご案内します。

実　施　日

５日(火)､21日(木)
12日(火)
13日(水)
21日(木)
25日(月)
27日(水)

時　間

11時～12時
10時～12時
10時～12時
10時～12時
14時～16時
10時～12時

事　業　名

子育て相談
おしゃべり広場
ふたごの会
子育て広場
子育て休憩室
ぱわふるKidsくらぶ

会　　　場

三重ふれあい児童館
犬飼子育て支援センター
清川保健センター
千歳保健センター
大野保健センター
朝地母子健康センター

お子さんの成長やかかわり方、ちょっとした子育てに関する疑問などなんでもご相談ください。

健診内容

１歳６か月児健診

３歳６か月児健診

日　　　時

２月15日(金)
受付13時～

２月29日(金)
受付13時～

対　象　児

三重町、千歳町、犬飼町の
平成18年６月16日～７月31日生まれの幼児

三重町、千歳町、犬飼町の
平成16年７月16日～８月31日生まれの幼児

三重農村
環境改善センター

会　　　場

■乳幼児健診のお知らせ お子さんの成長を知る大切な時期での健診ですので、ぜひ受診しましょう!!

■すくすくひろば（育児学級）の
お知らせ

日　時：２月19日（火）受付９時30分～９時50分

場　所：豊後大野市中央公民館

内　容：ベビーマッサージ

対象児：６～７か月の赤ちゃんとその保護者

※準備の都合上、１週間前まで
に電話予約をお願いします。

気持ちィィー！
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第12回 朝地公民館フェスタ及び合同閉級式
日　時 ２月24日（日）９時30分～16時
場　所 朝地公民館ホール
内　容 各教室生作品展示、フリーマーケット

平成19年度 大野公民館まつり
日　時 作品展示／２月22日（金）13時～

２月24日（日）17時
舞台発表／２月24日（日） ９時～
講 演 会／２月24日（日）11時30分～

演題「悪徳商法にご用心」（仮題）
場　所 豊後大野市隣保館（解放会館）

第15回 千歳町生涯学習推進大会
日　時 ２月24日（日）10時～
場　所 千歳公民館ホール

平成19年度 緒方公民館文化教室閉級式
日　時 ３月２日（日）９時～
場　所 緒方公民館　ホール
内　容 作品展示、ステージ発表

清川町生涯学習まつり
日　時 作品展示／３月８日（土）９時～17時

実践発表・作品展示／３月９日（日）９時～
場　所 清川公民館大集会室

犬飼公民館学習発表会　
日　時 ３月９日（日）９時30分～
場　所 犬飼公民館大集会室
内　容 作品展示、舞台発表

中央公民館生涯学習まつり
日　時 舞台発表／３月15日（土）

開場９時　開演９時30分
作品展示／３月12日（水）～15日（土）

９時～17時（15日は14時まで）
場　所 エイトピアおおの

舞台発表／大ホール
作品展示／ギャラリー・会議室

住所変更はありませんか？

年　金　相　談　日

２月12日（火）大野解放会館
２月14日（木）三重町商工会
２月20日（水）竹田市総合社会福祉センター

相談時間：10時～15時

口座振替による前納の申し込みはお早めに！

国民年金保険料は、１年分または半年分を前払いでまと

めて納めること（前納）もできます。保険料を前納すると保

険料が割引され、また、納付書（現金）による前納よりも口

座振替による前納の方が割引額も多くお得です。

口座振替による前納を希望される場合は、３月上旬まで

に金融機関または社会保険事務所で手続きをしてください。

詳しくは、お近くの社会保険事務所へお問い合わせくだ

さい。

市民生活課　国保年金班　d0974－22－1001（内線2086）
大分社会保険事務所　　　d097－552－1211

問い合わせ先

社会保険庁では、基礎年金番号に結びついていない約

5,000万件の記録について名寄せ作業を行った結果、基礎

年金番号の記録と結びつく可能性のある記録が出てきた方

に、平成19年12月から平成20年３月までを目途に加入期

間及び加入履歴を記載した「ねんきん特別便」を送付してい

きます。それ以外の、年金受給者の方には平成20年４月か

ら５月までを目途に、現役加入者の方には平成20年６月か

ら10月を目途に順次「ねんきん特別便」をお送りいたします。

その際、社会保険庁にお届けいただいている住所が現住

所と違っていますと、お手元に「ねんきん特別便」をお届け

することができません。

ご住所の訂正（変更）はご自身による手続きが必要となり

ますので、お手数ですが下記いずれかの窓口へ申し出をお

願いいたします。

国民年金第１号被保険者 市役所国民年金担当窓口へ

厚生年金加入者 お勤め先の社会保険担当者の方へ

国民年金第３号被保険者 配偶者のお勤め先の社会保険

担当者の方へ

年金受給者 お近くの社会保険事務所へ

▲

▲

▲

▲
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昨年の10月～12月にかけて市内の５校の小学生たちが社

会見学で中央図書館に来館し、館内を見たり、質問をした

り、紙芝居を聞いたりして過ごしました。家が図書館から

遠い人も多く、初めて来た子どもたちも多くいました。図

書館への理解を深め興味を持っ

てもらえたようです。社会見学

は随時受け付けていますので、

ご希望の学校は中央図書館まで

ご相談ください。

ゴールデンスランバー････････････････････伊坂幸太郎

いのちのパレード････････････････････････恩田　　陸

星へ落ちる･･････････････････････････････金原ひとみ

アンダーリポート････････････････････････佐藤　正午

指し手の顔（脳男２）上・下 ･･････････････首藤　瓜於

黒髪････････････････････････････････････谷村　志穂

商人龍馬････････････････････････････････津本　　陽

名将山中鹿之助･･････････････････････････南原　幹雄

三世相･･････････････････････････････････松井今朝子

青春の条件　上・下･･････････････････････森村　誠一

カツラ美容室別室････････････････････山崎ナオコーラ

幸福の法則一日一言･･････････････････････宇野　千代

豚キムチにジンクスはあるのか 絲的炊事記 ･･･絲山　秋子

トンネル　上・下･･････････････ロデリック・ゴードン

「サラ川」傑作選 ななふしぎ

モンスター・ペアレント ムチャをねじ込む親たち

自民党はなぜ潰れないのか 激動する政治の読み方

膠原病がわかる本　

小さなお菓子とチョコレート

マラソンを走る・見る・学ぶＱ＆Ａ１００

ステキな英文フレーズ1340

日本人の平均値 2008
藤原郁郎 アーカイブス出版 302.1 フ

現在日本のケータイ普及率は？
通勤時間ってどのくらい？ボランテ
ィア活動してる？テレビの視聴時間
は？生命保険はどのくらいかけて
る？身体、家庭、生活、社会、政治、
経済など、日本の「今」が分かるデータブック。雑学も
役にたつ！

新刊案内（中央図書館）図書館へようこそ！図書館へようこそ！

三重東幼稚園　　10時20分
どんぐり幼稚園 11時
三重東小学校　　13時

巡回場所・時間 巡回場所・時間

５
火

朝地小学校　　　10時15分７
木

百枝小学校　　　10時05分
清川小学校　　　12時40分

19
火

大野小学校　　　12時50分
さくら幼稚園　　13時30分

21
木

新田小学校　　　13時６
水

千歳小学校　　　12時50分８
金

菅尾小学校　　　12時55分20
水

三重幼稚園　　　10時30分
犬飼小学校　　　12時50分

22
金

－２月の図書館行事－

おはなしのへや
ちゅうりっぷ組 ････････６日･20日（水）10時30分
ひまわり組 ･･･････････13日･27日（水）10時30分

（緒方図書館）
おはなしのへや･････････２日･16日（土）10時

絵を描いて30年という久保
田さん。自宅とは別にアトリ
エがあり、油絵中心に風景
画・静物画・人物画などいろ
いろなジャンルの絵を描かれ
ているそうです。今回はスペースの関係上小さめのも
のが多いのですが、もっと大きな絵も多いとか。みな
さんぜひ見に来てくださいね。

久保田政光さん（三重町西原）
－絵 画－

ボランティアの方たちが楽しいお話をしてくれ
ます。内容は読み聞かせ、ストーリーテリング、
人形劇などです。みんな、来てね！

日時：２月16日（土） 10時30分～
場所：中央図書館２階　研修室

▲質問をする子どもたち

社 会 見 学
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日　時：２月17日（日）
１回目／11時30分開場　12時開演
２回目／14時開場　14時30分開演

出　演：桜塚やっくん、アンガールズ、ふじいあきら、
ヒライケンジ、Mr.オクチ
※都合により、一部出演者に変更がありました。

料　金：3,200円（全席指定）
※３歳以上有料、但し３歳未満でも座席確保の場合は有料
【チケット好評発売中】
販売場所：エイトピアおおの、豊後大野市内各支所、

各公民館、朝倉文夫記念館

「エンタの神様」やバラエティー番組でおなじみ、お笑い

界の人気者たちが「エイトピアおおの」にやってきます。

超個性派の豪華キャストが

勢ぞろい、子どもたちはも

ちろん若者に大人気のお笑

い芸人のパフォーマンスを

生で見れるチャンスです。

どうぞお見逃しなく！

爆笑！お笑いバトル2008
in エイトピアおおの

爆笑！お笑いバトル2008
in エイトピアおおの

日　時：９月７日（日）
場　所：エイトピアおおの　大ホール
運　営：ほのぼのおおのラブLive実行委員会

【出演者】
●募集内容
１．障がいのある方と仲間の方で音楽で表現したい方。
２．県内在住の障がい者または障がい者を含むメンバー
で構成される団体（学校・施設）

３．出演希望者（団体）が多数の場合は、抽選とします。

●応募方法
出演団体名とその代表者の住所、氏名、電話番号（自

宅・職場・携帯）、演奏のジャンル、曲目数と演奏時間、
メンバーの人数、自己ＰＲを明記し、下記の事務局まで
連絡をください。
締め切りは４月18日（金）必着
出演団体代表者には後日、出演通知と開催要領を郵送

します。

【実行委員】
●活動の内容

地域のすべての皆さんととも
に、共存共栄できる社会を目的と
し、障がい者または障がい者を含
むメンバーで音楽活動を行ってい
る方と「ほのぼのとしたやさしさ」
を発見できるよう、実行委員会に
運営をしていただきます。

●応募要件
・このコンサートの趣旨に賛同していただけるボランテ
ィアの方
・毎月第２火曜日18時30分から行われる実行委員会に
出席できる方

●応募方法
住所、氏名、電話番号（自宅・職場・携帯）、自己ＰＲ
を明記し、下記の事務局まで連絡ください。
ＦＡＸ可。
締め切りは３月28日（金）必着

●問合せ先・申込先
豊後大野市総合文化センター（エイトピアおおの）
〒879-7125 豊後大野市三重町内田878番地
TEL 0974－22－8000 FAX 0974－22－3953

ほのぼのおおのラブLiveとは？

豊後大野市民の皆さまや、近隣市民の皆さまにも、障が

い者や障がいをお持ちの方への理解を求めることを目的と

した、エイトピアおおの地域参加型自主事業（バリアフリ

ー音楽祭）です。

第６回ほのぼのおおのラブLive
出演者・実行委員を募集します

第６回ほのぼのおおのラブLive
出演者・実行委員を募集します

日　時：３月23日（日）
●しゃべれども しゃべれども 10時上映
●キサラギ 16時上映　
●犯人に告ぐ 19時上映

料　金：大人800円、高校生以下600円（各作品ごと）
２月13日（水）チケット発売開始　

販売場所：エイトピアおおの、豊後大野市内各支所、各公
民館、朝倉文夫記念館、トキハインダストリー
三重店、臼杵市野津中央公民館、進賞堂（竹田市）

日　時：３月８日（土）
17時30分開場
18時開演

料　金：5,900円
（全席指定・６歳未満入場不可）

「映画館のないこの地域で、良質な映画を気軽に楽しん

でいただきたい！」という思いからスタートした、この季

節恒例のCINEMA 8。今回は、昨年話題となった作品から

ホットな新作まで、邦画３作品を一挙上映します。

映画館で見逃してしまった方はもちろん、既にご覧にな

った方ももう一度、臨場感あふれる大型スクリーンでの映

画鑑賞はいかがですか？

CINEMA 8（シネマエイト）CINEMA 8（シネマエイト）

奥田民生 2008春 全国ホールツアー
okuda tamio FANTASTIC TOUR 08
奥田民生 2008春 全国ホールツアー
okuda tamio FANTASTIC TOUR 08
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チャレンジ！おおいた国体において、剣道競技に参加する選
手・監督の民泊受け入れをしていただく市内28の民泊協力会が
決まりました。
12月13日に民泊協力会の第１回会議が行われ、芦刈市長が

委嘱状を交付。市長は、「民泊にご協力いただけることに大変感
謝しています。おもてなしの心で、豊後大野市らしいみんなの
思い出に残る大会にしましょう」とあいさつをしました。
また、民泊協力会の業務を円滑に実施するための民泊協力会

連絡協議会を設置。会長に選任された玉田義征さん（三重町）は、
「地域・選手団との交流を深め、国体を楽しむ民泊協力会にしましょう」と話しました。
民泊が行われる地域の皆さん、ご協力を何卒よろしくお願いします。また、市全体で国体を盛り上げま

しょう！！

中学生以上の方で、豊後大野市内に在住・
通勤・通学の方。
なお、未成年の方については、保護者の同
意を必要とします。

競技会場での受付案内、会場内のゴミの収
集・分別、会場整理、休憩所でのドリンク
サービス、その他

★カヌー競技（スラロームレーシング、ワイルドウォーターレーシング）
開催期日／平成20年９月28日（日）～10月１日（水） 開催会場／リバーパーク犬飼
★ソフトボール競技（少年男子種別）
開催期日／平成20年９月28日（日）～９月30日（火） 開催会場／大野総合運動公園
★馬術競技
開催期日／平成20年９月28日（日）～10月２日（木） 開催会場／三重総合グラウンド特設馬術会場

（野球場・馬術場・陸上競技場）
★剣道競技
開催期日／平成20年10月４日（土）～10月６日（月） 開催会場／大原総合体育館

●個 人 申 込 み…登録は個人単位となり、活動日・活動場所・活動内容についても、個人単位で
の割り振りとなります。

●グループ申込み…登録はグループ単位となり、活動日・活動場所・活動内容についても、グルー
プ単位での割り振りとなります。

「チャレンジ!おおいた国体豊後大野市市民協力員登録申込書」に必要事項を記入し提出してください。

チャレンジ！おおいた国体豊後大野市実行委員会事務局
〒879-7125  豊後大野市三重町内田881番地（中央公民館２階）

豊後大野市教育委員会国体推進課内
D0974ー22ー1001（内線2456） FAX 0974ー22ー1426

問い合わせ先

募集対象

主な活動内容

申込区分

申込方法

国民体育大会開催日程

▲芦刈市長より委嘱状を受け取る民泊代表者

国体を楽しむ民泊協力会に！！国国体体をを楽楽ししむむ民民泊泊協協力力会会にに！！！！国体を楽しむ民泊協力会に！！国体を楽しむ民泊協力会に！！
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れ

た
「
納
付
書
」
で
掛
金
を
納
入
し

て
く
だ
さ
い

【
受
付
期
間
】２
月
１
日（
金
）〜

３
月
31
日（
月
）

【
見
舞
金
】

日
数
や
程
度
に
応
じ
た
見
舞
金
が

支
払
わ
れ
ま
す

※
請
求
期
間
は
事
故
が
発
生
し
た
日

か
ら
１
年
以
内
で
す
。

※
見
舞
金
の
請
求
に
は
、
交
通
事
故

証
明
書
（
人
身
事
故
扱
）
が
必
要
で

す
。
自
転
車
・
バ
イ
ク
等
の
転
倒

な
ど
の
け
が
も
必
ず
警
察
へ
届
け

ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
自
治
会
配
布
物
の

「
交
通
災
害
共
済
加
入
申
込
説
明

書
」「
交
通
災
害
共
済
し
お
り
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
地
域
安
全
班

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
０
１
８
）

【
掲
出
期
間
】平
成
20
年
４
月
か
ら

平
成
21
年
３
月
ま
で

【
広
告
媒
体
】

市
報
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
公
用

車
・
壁
面
広
告

【
料
　
　
金
】

市
　
報
…

１
５,
０
０
０
円
〜
３
０,
０
０
０
円

／
号
（
２
〜
４
枠
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…

５,
０
０
０
円
／
月
（
４
枠
）

公
用
車
…
５,
０
０
０
円
／
月
（
10
台
）

壁
面
広
告
…

５,
０
０
０
円
／
月
（
３
ヵ
所
）

【
申
込
締
切
】２
月
22
日（
金
）

※
お
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
し
ま
す
。
ま
た
、
市
が
定
め

る
広
告
掲
載
基
準
に
よ
り
広
告
内

容
の
変
更
又
は
お
断
り
す
る
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
財
政
課
管
財
班

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
０
２
５
・
２
０
３
２
）

■
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
が
対
象
で
す

平
成
20
年
度
か
ら
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
で
、
加
入

者
全
員
が
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
場

合
に
、
国
民
健
康
保
険
税
を
世
帯
主

の
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収（
天
引
き
）

し
ま
す
。

世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
な
い
場
合
や
、
世
帯
主
の
年

金
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
場
合
、

介
護
保
険
料
と
合
算
し
た
保
険
税
額

が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場

合
、
年
度
途
中
で
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
す
る
場
合
な
ど
は
、
今

ま
で
ど
お
り
口
座
振
替
や
納
付
書
で

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
の
対

象
と
な
る
方
に
は
、
詳
し
い
内
容
が

決
ま
り
次
第
、
郵
便
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
税
務
課
民
税
班

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
３
８
２
）

大
分
県
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進
す

る
目
的
で
、
県
外
在
住
の
県
出
身
者

あ
て
に
、
帰
郷
を
勧
め
る
知
事
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
Ｕ
タ
ー
ン
情
報
を
掲
載
し

た
「
県
民
か
ぼ
す
レ
タ
ー
」(

リ
ー
フ
レ

ッ
ト)

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

「
か
」
…
帰
っ
ち
お
い
で

「
ぼ
」
…
盆
と
正
月
、
家
族
は
待
っ
ち

ょ
る

「
す
」
…
住
み
い
い
大
分
、
皆
も
待
っ

ち
ょ
る

３
月
14
日
ま
で
の
間
、
市
役
所
本

庁
市
民
ホ
ー
ル
カ
ウ
ン
タ
ー
、
各
支

所
窓
口
、
県
総
合
庁
舎
及
び
県
庁
舎

に
「
県
民
か
ぼ
す
レ
タ
ー
」（
封
筒
入

り
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
県
外

在
住
の
ご
親
類
、
ご
友
人
、
お
知
り

合
い
の
宛
名
を
ご
記
入
の
う
え
、
専

用
ポ
ス
ト
へ
投
函
い
た
だ
く
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
企
画
調
整
課

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
０
５
３
）

ま
た
は
各
支
所
総
務
課

中
国
の
家
庭
料
理
「
春
餅
（
チ
ュ
ン

ビ
ン
）」
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
!!

今
年
は
な
ん
と
い
っ
て
も
中
国
の

年
で
す
。
市
内
在
住
の
中
国
の
方
に

本
場
中
国
の
家
庭
料
理
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
試

食
も
し
ま
す
。

【
日
　
時
】２
月
17
日（
日
）
10
時
〜

【
場
　
所
】三
重
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
　

【
参
加
費
】５
０
０
円

（
高
校
生
以
下
は
無
料
で
す)

※
国
際
交
流
員
シ
ョ
ー
ン
の
カ
ナ
ダ

の
お
話
も
あ
り
ま
す
。

※
参
加
希
望
の
方
は
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
企
画
調
整
課

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
０
５
２
）

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
、

女
性
が
そ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
女
性
が
自
ら
自
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豊
肥
地
区
お
お
い
た
肉
用
牛

振
興
協
議
会
研
修
会

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
お
済
み
で
す
か
？

就
学
指
定
校
を
変
更
す
る
場
合
に
つ
い
て

耳
の
日
無
料
相
談
会

「tasp
o
(

タ
ス
ポ)

」の
お
知
ら
せ

分
を
再
発
見
し
、
生
活
の
中
の
色
々

な
し
く
み
作
り
に
参
画
す
る
こ
と
を

期
待
し
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

【
講
　
師
】松
木
和
美
（
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

【
日
　
　
時
】２
月
23
日（
土
）

３
月
１
日（
土
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

【
場
　
　
所
】豊
後
大
野
市
役
所

第
２
庁
舎
２
階
会
議
室

【
受

講

料
】無
　
料
　
　
　
　
　
　

【
募
集
人
員
】20
名

【
締
め
切
り
】２
月
15
日（
金
）

【
受
講
の
条
件
】

対
象
…
市
内
在
住
　
女
性

①
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
原
則
と

し
て
全
講
座
を
受
講
で
き
る
こ
と

②
受
講
後
に
地
域
や
職
場
、
団
体
等

に
お
い
て
女
性
の
参
画
に
積
極
的

に
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
方

問
人
権
推
進
同
和
対
策
課

男
女
共
同
参
画
班

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
３
１
６
）

請
求
期
限
は
、
３
月
31
日（
月
）ま

で
で
す
。

こ
の
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
法
律

の
規
定
に
よ
り
特
別
弔
慰
金
を
受
け

る
権
利
が
消
失
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
ご
遺
族
の
方
で
、
ま

だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
下
記

請
求
窓
口
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公

務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
け
る

方
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
特

別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

１．

弔
慰
金
の
受
給
権
者

２．

戦
没
者
等
の
子

３．

戦
没
者
と
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
(1)
父
母
(2)
祖
父
母
(3)
兄
弟

姉
妹

４．

前
記
３
以
外
の
(1)
父
母
(2)
祖
父

母
(3)
兄
弟
姉
妹

５．

前
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親
等

内
親
族
（
戦
没
者
の
死
亡
当
時
ま

で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
方
）

【
給
付
内
容
】額
面
40
万
円
、

10
年
償
還
の
記
名
国
債

〈
請
求
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
〉

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
班

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
１
１
２
）

ま
た
は
各
支
所
市
民
課
健
康
福
祉
班

■
就
学
指
定
校
の
変
更
に
つ
い
て

市
教
育
委
員
会
で
は
、
お
子
さ
ん
が

就
学
す
る
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
通
学
区

域
を
設
定
し
、
児
童
・
生
徒
の
住
所
に

よ
っ
て
就
学
す
る
小
・
中
学
校
（
就
学

指
定
校
）
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

就
学
指
定
校
に
就
学
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
原
則
と
な
り
ま
す
が
、
市
教
育

委
員
会
で
相
当
と
認
め
る
場
合
（「
就

学
指
定
校
の
変
更
が
認
め
ら
れ
る
基

準
」
に
該
当
す
る
場
合
）
は
、
保
護
者

の
申
立
て
に
よ
っ
て
就
学
指
定
校
を
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
市
外

の
学
校
へ
通
学
を
希
望
す
る
場
合
は
、

そ
の
学
校
の
あ
る
教
育
委
員
会
へ
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
に
つ
い
て

【
４
月
に
入
学
す
る
新
１
年
生
】

入
学
通
知
書
が
届
い
て
か
ら
の
受
付

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
事
前
の
相
談

は
可
能
で
す
。

【
入
学
後
】

理
由
が
転
居
等
に
係
る
場
合
は
、
市

役
所
本
庁
市
民
生
活
課
窓
口
ま
た
は
各

支
所
市
民
課
窓
口
で
転
居
の
手
続
き
を

し
た
際
、
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

ま
た
は
各
支
局
で
申
請
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
は
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

※
指
定
学
校
変
更
に
よ
る
通
学
に
つ
い

て
は
、
保
護
者
が
一
切
の
責
任
を
持

ち
、安
全
に
通
学
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
１
５
６
・
２
２
０
５
）

【
と
　
き
】２
月
29
日（
金
）13
時
〜
16
時

【
と
こ
ろ
】竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

【
講
　
師
】小
野
健
一
氏

（
和
牛
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

【
演
　
題
】「
枝
肉
か
ら
見
る

肉
用
牛
子
牛
生
産
に
つ
い
て
」

※
講
師
は
、
日
本
名
牛
百
選
の
著
者

で
あ
り
、
現
在
、「
養
牛
の
友
」
に

連
載
中
。

【
主
　
催
】豊
肥
地
区
お
お
い
た
肉
用
牛

振
興
協
議
会

問
豊
肥
振
興
局
生
産
流
通
部

企
画
・
流
通
班

D
０
９
７
４
ー
６
３
ー
３
１
７
７

【
日
　
時
】３
月
２
日（
日
）
10
時
〜
13
時

【
場
　
所
】ト
キ
ハ
会
館
４
階「
椿
の
間
」

【
内
　
容
】み
み
・
は
な
・
の
ど
を

中
心
と
し
た
相
談

【
相
談
医
】耳
鼻
咽
喉
科
学
会
専
門
医

問
大
分
大
学
医
学
部
耳
鼻
咽
喉
科
学
教
室
内

日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
大
分
県
地
方
部
会

D
０
９
７
ー
５
８
６
ー
５
９
１
３

未
成
年
者
喫
煙
防
止
の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
２
０
０
８
年
５
月
よ
り

大
分
県
の
自
動
販
売
機
で
、
た
ば
こ
を

購
入
す
る
際
に
は
、
専
用
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
「tasp

o

（
タ
ス
ポ
）」
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
申
込
受
付
は
、
２
０

０
８
年
２
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

発
行
手
数
料
、年
会
費
は
無
料
で
す
。

申
込
書
は
た
ば
こ
販
売
店
店
頭
な
ど
で

入
手
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、ta

sp
o

の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.ta
s
p
o
.jp
/

問
(社)
日
本
た
ば
こ
協
会

ta
s
p
o

運
営
セ
ン
タ
ー
　

ta
s
p
o

ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
ー
２
２
２
ー
１
８
０

１．
試
験
区
分
　

看
護
師

２．
採
用
予
定
者
数

若
干
名

３．
受
験
資
格
要
件

看
護
師
免
許
取
得
者
（
免
許
取
得

見
込
み
の
人
を
含
む
）
で
、
昭
和
47

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

４．
試
験
日
程
等

【
試

験

日
】２
月
17
日
（
日
）

８
時
30
分
〜
受
付

【
試
験
場
所
】

公
立
お
が
た
総
合
病
院
大
会
議
室

【
試
験
内
容
】

作
文
試
験
、
面
接
試
験

５．
受
験
申
込
受
付
期
間
　
　

１
月
28
日（
月
）〜

２
月
15
日（
金
）

８
時
30
分
〜
17
時
ま
で

（
土
、
日
、
祝
日
は
受
付
不
可
）

※
郵
送
で
の
申
込
み
は
受
付
し
ま

せ
ん
。
直
接
公
立
お
が
た
総
合

病
院
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
公
立
お
が
た
総
合
病
院
事
務
室

d
０
９
７
４
ー
４
２
ー
３
１
２
１

（
内
線
１
２
３
５
）

平
成
20
年
度

豊
後
大
野
市
病
院
企
業
職
員

採
用
試
験
に
つ
い
て
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広告

豊後大野市は歴史の香りあふれた文化、豊かな自然に
満ちた地域であります。しかし地域は多くの人が住んで
こそ地域と言えるでしょう。人が住むには“いのちき”
できる仕事と健やかさが守られることが重要でありま
す。その意味で医療は地域を人が健やかに住む場として
守る砦なのだと考えます。医療が崩壊すると、人は安全
と安心のよすがを失い、より安全な地域を求めて移動す
る可能性があります。その結果は過疎の進行、地域崩壊

ということにつながるのは必定でしょう。人は自分の人
生を健やかに生きる権利を有しています。医師会として
はその権利を支援する社会システムの一翼が医療である
と認識し、豊後大野市地域の医療を守るべく各医療機関
の協力を密にして活動してきたいと考えています。

◆連絡先／豊後大野市医師会理事　坪山明寛
D0974－22－7700

医療は地域の安全安心を守る砦医医療療はは地地域域のの安安全全安安心心をを守守るる砦砦医療は地域の安全安心を守る砦医療は地域の安全安心を守る砦

募集人員●　２名
募集職種●　公社業務（農作業受託業務等）
応募資格●　①18歳以上45歳未満で高校卒業程度以上の
学力を有する者②心身ともに健全な者③自動車普通免許及び
大型特殊免許、けん引免許（農耕車に限る）以上を所有する者。
または採用までに取得が確実な者④豊後大野市に住所を有す
る者、または採用後市内に居住することが確実な者
試験方法● 一般教養（作文）、面接、体力試験
受付期間● ２月１日（金）～15日（金）８時30分～17時まで
※応募資格や試験日等の詳しい内容は、下記までお問い合わせください。

（社）豊後大野市農林業振興公社職員募集（（社社））豊豊後後大大野野市市農農林林業業振振興興公公社社職職員員募募集集（社）豊後大野市農林業振興公社職員募集（社）豊後大野市農林業振興公社職員募集

◆問い合わせ先／（社）豊後大野市農林業振興公社
大野町宮迫1967番地　D0974－34－4744

下記のとおり差押財産の公売をしますので、入札にご参加ください。
公売財産●　不動産
公売日時●　２月26日（火）13時30分
公売場所●　豊後大野市役所３階正庁ホール
公売方法● 入札（公売保証金が必要です）
見積価額● 別途公告します
※不動産の内容及び他の必要事項については、２月12日（火）に公売
公告により市役所掲示場に公告します。

差押財産の公売について差差押押財財産産のの公公売売ににつついいてて差押財産の公売について差押財産の公売について

◆問い合わせ先／収納課 管理班
D0974－22－1001（内線2395）

緒方保育園では、平成20年４月から日曜・祝日・年末年始を除く
日の８時から14時までの時間の保育を希望する児童を募集します。
募集期間●　２月５日（火）～２月15日（金）※土日祝は除く
入園資格●　豊後大野市に在住する平成14年４月２日

～平成16年４月１日に生まれた幼児
募集人員●　30人
申込方法● 入所申込書を緒方保育園、市役所生活支

援課、各支所市民課に提出してください。
入所申込書は、提出先に準備しています。

利 用 料● 生活保護世帯0円、所得税非課税世帯のうち
（市民税非課税世帯5,500円、市民税課税
世帯8,300円）、所得税課税世帯11,000円

※同一家族で２人以上の園児が在園するときは、減免があります。

入園の決定●　２月下旬までに保護者宛通知します

平成20年度平平成成2200年年度度平成20年度平成20年度緒方保育園短時間利用入所児童募集緒緒方方保保育育園園短短時時間間利利用用入入所所児児童童募募集集緒方保育園短時間利用入所児童募集緒方保育園短時間利用入所児童募集

◆問い合わせ先／福祉事務所生活支援課 子育て支援班
D0974－22－1001（内線2143）

◆問い合わせ先／大分行政評価事務所 行政相談課
D097－532－3715

平成19年度平平成成1199年年度度平成19年度平成19年度行政相談日程表行行政政相相談談日日程程表表行政相談日程表行政相談日程表

三重会場

清川会場

緒方会場

朝地会場

大野会場

千歳会場

犬飼会場

豊後大野市中央公民館１階第４会議室
９時～12時
清川公民館ふれあいルーム
13時～16時
緒方すこやかセンター
９時～12時
朝地支所　相談室
９時～12時
解放会館（隣保館）
９時～12時
千歳公民館
９時～12時
犬飼支所　相談室
13時～16時

15日（金）
久保田
８日（金）
北尾

５日（火）
工藤

12日（火）
北尾

20日（水）
伊東

７日（木）
廣瀬

12日（火）
佐田

会場名 場　所 ・ 時　間 ２月

医師会だより③

（月額）
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■申込資格
Ａ 世帯全員の年間所得合計金額から控除額（世帯の状況に
応じて異なります）を引いた年間所得合計金額が240万
円以下であること

Ｂ 世帯全員の年間所得合計金額から控除額（世帯の状況に
応じて異なります）を引いた年間所得合計金額が240万
１円以上、721万２千円以下であること

Ｃ 現に住宅に困っていることが明らかなこと（持ち家がな
いこと）

Ｄ 県税、市税等の滞納のないこと
Ｅ 現に同居し、または同居しようとする親族があること
（60歳以上は単身入居可能）

Ｆ 現に同居し、または同居しようとする親族があること
※なお、申込み方法や収入基準などの詳細については、担当
課にお問い合わせください。

■申込方法
本庁建設課または各支所産業建設課に備えている申込用紙

に必要事項を記入の上、必要書類を添えて提出してください。
なお、応募者多数の場合は公開抽選になります。
また、応募規定によりお断りする場合もございますので、

あらかじめご了承ください。

■募集期間
２月４日(月)～２月12日(火) ８時30分～17時まで
※土・日曜日、祝・祭日を除く

■公開抽選及び入居説明会
○日時　２月14日(木) 13時30分～
○場所　豊後大野市役所　第２庁舎２階会議室
※時間に来ていない場合は辞退とみなします。

■問い合わせ先
建設課
d0974ー22ー1001（内線2352･2353）

①ケアマネージャー(豊後大野市) 20万円～30万円 ②食料品製造員(臨時・豊後大野市) 11万円 ③コース管
理(竹田市) 13万円 ④土木作業員(豊後大野市) 13万円～18万円 ⑤配達(竹田市) 17万円～20万円 ⑥調剤薬
局事務員(竹田市) 12万円～15万円 ⑦10tダンプ運転手(豊後大野市) 20万円～25万円 ⑧介護職(豊後大野市)
16万円～17万円 ⑨介護職(豊後大野市) 16万円～18万円 ⑩医療事務(豊後大野市) 13万円～31万円 ⑪ホー
ルスタッフ／夜(パート･豊後大野市) 750円～800円 ⑫受付事務(パート･豊後大野市) 750円 ⑬ホームヘル
パー(パート･豊後大野市) 1,190円～1,240円 ⑭事務・販売等／午後(パート・竹田市) 700円～750円

応募にはハローワークの紹介状が必要となります。お気軽におたずねください。また、インターネットでもお仕事
を探すことができます。アドレスは右記のとおりです。http://www.hellowork.go.jp/

問い合わせ先／ハローワーク豊後大野　d０９７４ー２２ー８６０９

ハローワーク豊後大野 平成20年１月21日現在求人情報

※平成19年10月１日から雇用対策法が改正され、求人募集における年齢制限が原則禁止されました。

広告
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市民の皆さんが行う活動の参加者・会員の募
集、またイベントの周知など、いろいろな情報
を掲載します。（営利目的のものなどは掲載でき
ません）。皆さんからの情報をお待ちしていま
す（紙面の都合で掲載できないこともあります
ので、ご了承ください）。

問 〒879-7198
豊後大野市三重町市場1200
豊後大野市役所 秘書政策課 広報広聴班
D０９７４ー２２ー１００１（内線2016）

●日　時 ２月９日（土）18時～
●場　所 竹田市総合社会福祉センター多目的ホール
●テーマ ウォーミングアップについて（講義・実技）

※参加は無料ですが、室内シューズ、タオル、運動のできる格好、
水分補給用飲料をご準備ください

●問い合わせ先 大久保病院　d0974－64－7777（担当／冨田）
E-mail reha@okubo-hp.com
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第２回豊肥地区スポーツフォーラム

●日　時 ２月17日（日）13時30分開演
●会　場 エイトピアおおの小ホール
●入場料 前売券800円（当日券1,000円）
●問い合わせ先　ベンチャーズカーニバル2008事務局

d090－3734－2753（担当／佐藤）

懐かしのエレキサウンド！ベンチャーズカーニバル2008

◇
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２月 February２月 February

●開催場所　緒方町旧すこやかセンター跡
（旧緒方病院前）

●受講対象 豊後大野市民ならどなたでも
（定員10名）

●開催日時 ２月14日（木）、21日（木）の２回
それぞれ９時30分から15時まで

●受 講 料　2,300円

●申し込み先
緒方町公民館
d0974－42－3161
シニアネット大分豊後大野支部
広瀬征夫 d0974－42－2978

※行事については１月20日現在で決定されているものを掲載しています。
※おでかけ市長室は市長公務等により変更することがありますので、事前に支所等に確認をしてください。
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金
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金
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豊後大野市少年少女駅伝大会（９時　緒方総合運動公園）

豊後大野市芸術祭（10時　エイトピアおおの）／第19回 豊肥地区解放文化祭（11時30分　竹田市文化会館）

行政相談（９時～12時　緒方すこやかセンター）

行政相談（９時～12時　千歳公民館）

行政相談（13時～16時　清川公民館・犬飼支所）

第３回 豊後大野市大野町駅伝競走大会（９時30分　大野総合運動公園）

年金相談（10時～15時　大野解放会館）／行政相談（９時～12時　朝地支所）

年金相談（10時～15時　三重町商工会）

行政相談（９時～12時　市中央公民館）

どんど焼き（16時30分　大野総合運動公園駐車場）
爆笑！お笑いバトル2008 in エイトピアおおの（１回目12時、２回目14時30分　エイトピアおおの）
2008オールフレンズ国際交流のつどい（10時　三重農村環境改善センター）

県内一周駅伝大会スタート（22日まで）

年金相談（10時～15時　竹田市総合社会福祉センター）／行政相談（９時～12時　大野解放会館）

第12回 朝地公民館フェスタ及び合同閉級式（９時30分～　朝地公民館）
大野公民館まつり（９時～　大野解放会館）
第15回 千歳町生涯学習推進大会（10時～　千歳公民館）

おでかけ市長室（９時　犬飼支所）

「デジカメ講座」

市内小中学生の硬筆・毛筆作品や、
日頃使っているノートなどが出品さ
れ、いずれも金賞作品と優秀賞作品を
展示します。

●開催期間　２月６日（水）～10日（日）
●開催場所 エイトピアおおの２階ギャラリー
●問い合わせ先
豊後大野市学校教育振興協議会書写教育部会

会　長　麻生三恵子　d0974－22－0148
（三重東小学校）

事務局　三代あけみ　d0974－35－2312
（清川小学校）

第54回 豊後大野市小中学校
書き初め大会入賞作品の展示

平成20年３月上旬の予定
●２日（日）
緒方公民館文化教室閉級式（９時～　緒方公民館）
●９日（日）
清川町生涯学習まつり（９時～　清川公民館）
犬飼公民館学習発表会（９時30分～　犬飼公民館）
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